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じ
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第
五
章
 
米
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 
 

1
 
米
国
の
一
九
八
六
年
税
制
改
正
の
経
緯
 
 
 

2
 
米
国
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
の
概
要
 
 
 

外
国
税
額
控
除
の
基
本
的
諸
概
念
 
 
 

日
本
の
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 

外
国
税
額
控
除
制
虔
の
沿
革
 
 

日
本
の
現
行
外
国
税
額
控
除
の
概
要
 
 
 

英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 

沿
革
 
 

英
国
の
外
国
税
額
控
除
の
基
本
的
枠
組
み
 
 
 

日
本
、
英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
比
較
 
 

背
景
 
 

外
国
税
額
の
直
接
控
除
 
 

外
国
税
額
の
間
接
控
除
 
 

外
国
税
額
控
除
の
タ
ッ
ク
ス
 
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 

ま
と
め
 
 

二
 
 
 

3
 
外
国
税
額
控
除
に
関
す
る
タ
ッ
ク
ス
 
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 
 

4
 
米
国
税
制
改
革
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
条
項
の
変
遷
 
 
 

5
 
大
統
領
提
案
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
規
定
の
要
旨
 
 
 

6
 
租
税
合
同
委
貞
会
資
料
の
検
討
 
 
 

7
 
公
聴
会
に
お
け
る
大
統
領
提
案
に
対
す
る
反
論
 
 
 

8
一
九
八
六
年
米
国
改
正
法
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
規
定
 
 

第
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章
 
抜
木
的
税
制
改
正
の
答
申
に
つ
い
て
 
 
 

1
 
政
府
税
調
答
申
に
つ
い
て
 
 
 

2
 
答
申
の
検
討
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ま
と
め
 
 



昭
和
五
〇
年
 
一
五
二
、
四
七
六
 
 
 

〝
 
五
五
〝
 
 
三
四
三
、
一
二
九
 
 
 

〝
 
五
九
〝
 
 
四
八
四
、
一
九
〇
 
 

は
 
じ
 
め
 
に
 
 

政
府
の
税
制
調
査
会
は
昭
和
六
一
年
一
〇
月
に
「
税
制
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
行
っ
た
が
そ
こ
で
外
国
税
額
控
除
制
 
 

虔
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

田
 
現
行
の
一
括
限
度
方
式
に
よ
る
控
除
限
度
額
の
算
定
は
簡
明
で
は
あ
る
が
日
本
よ
り
実
効
税
率
が
高
い
国
の
外
国
税
ま
で
日
本
で
 
 

控
除
さ
れ
る
た
め
に
、
本
来
の
趣
旨
を
起
え
た
控
除
が
行
わ
れ
る
は
か
、
企
業
が
控
除
枠
を
創
出
す
る
た
め
の
投
資
行
動
を
と
る
誘
因
と
 
 

な
る
。
 
 
 

王
 
国
外
所
得
算
定
の
現
行
の
ル
ー
ル
が
企
業
の
活
動
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
。
 
 
 

以
上
の
問
題
点
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
控
除
限
度
額
の
一
括
限
度
方
式
を
存
続
さ
せ
な
が
ら
改
善
す
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
外
国
 
 

税
額
控
除
に
つ
い
て
も
税
負
担
公
平
の
立
場
を
逸
脱
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
政
府
税
調
の
答
申
の
背
景
に
ほ
外
国
税
額
控
除
の
金
額
の
増
大
と
同
制
度
の
操
作
的
利
用
が
あ
る
こ
と
ほ
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

わ
が
国
の
外
国
税
額
控
除
額
の
推
移
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

（
年
分
）
 
（
外
国
税
額
控
除
額
）
 
（
単
位
‥
一
〇
〇
万
円
）
 
（
指
数
）
 
 

ま
た
、
こ
の
制
度
に
関
し
て
控
除
限
度
額
計
算
に
お
け
る
国
外
所
得
を
意
識
的
に
増
加
さ
せ
、
外
国
税
額
の
控
除
限
度
額
の
金
額
を
増
 
 

三
 
 
 



四
 
 

額
す
る
よ
う
に
、
企
業
が
操
作
し
て
い
る
と
騒
が
れ
た
事
例
と
し
て
一
つ
の
新
聞
報
道
が
あ
る
（
昭
和
五
九
年
一
月
一
日
‥
読
売
新
聞
 
 
 

こ
の
記
事
は
「
大
手
七
大
商
社
法
人
税
ゼ
ロ
」
の
見
出
し
の
下
に
五
八
年
三
月
期
の
申
告
額
等
を
掲
載
し
て
い
る
。
 
 

（
以
下
略
）
 
 

（
単
位
＝
億
円
）
 
 

こ
の
記
事
に
よ
り
外
国
税
額
控
除
制
虔
が
社
会
一
般
に
一
躍
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
 
 
 

日
本
の
外
国
税
額
控
除
制
度
は
、
戦
後
の
経
済
復
興
期
の
昭
和
二
八
年
に
導
入
さ
れ
、
日
本
経
済
が
高
度
成
長
期
を
迎
え
た
昭
和
三
七
、
 
 

三
八
年
に
整
備
さ
れ
現
行
制
度
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
に
お
い
て
は
企
業
の
海
外
取
引
を
税
制
面
か
ら
促
進
す
 
 

る
効
果
よ
り
も
同
制
度
の
過
度
の
乱
用
が
一
部
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
制
度
の
改
善
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
 
 

昭
和
五
八
年
の
税
制
改
正
及
び
法
人
税
基
本
通
達
の
改
正
に
よ
り
相
当
の
整
備
が
行
わ
れ
た
が
、
六
一
年
の
政
府
税
調
の
答
申
で
は
一
段
 
 

の
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

本
論
で
は
、
日
本
、
英
国
及
び
米
国
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
、
特
に
控
除
限
度
額
を
中
心
に
比
較
、
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

最
初
に
、
日
本
と
英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
比
較
を
行
い
、
そ
の
後
に
、
米
国
の
一
九
八
五
年
法
（
以
下
「
現
行
法
」
と
い
う
）
 
 

か
ら
同
一
九
八
六
年
改
正
法
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
）
 
へ
の
動
向
を
検
討
す
る
た
め
に
、
現
行
法
か
ら
始
ま
っ
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
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菱
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「
 
国
際
的
課
税
権
の
競
合
 
 

国
際
的
に
課
税
権
が
競
合
す
る
場
合
と
は
、
同
一
の
課
税
物
件
に
対
し
て
複
数
の
国
が
同
種
の
租
税
の
課
税
を
主
張
す
る
こ
と
で
あ
 
 

る
。
 
 

一
般
的
に
、
各
国
の
税
法
は
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
居
住
者
と
非
居
住
者
に
区
分
し
、
各
々
の
課
税
所
得
の
範
囲
を
国
内
法
で
定
め
 
 

て
い
る
。
居
住
者
の
基
準
と
し
て
、
法
人
は
準
拠
法
主
義
、
管
理
支
配
地
主
義
が
主
と
し
て
採
用
さ
れ
、
個
人
は
国
籍
、
市
民
権
、
住
 
 

所
、
居
所
を
基
準
と
し
て
い
る
。
納
税
義
務
者
が
居
住
者
で
あ
る
国
を
居
住
地
国
と
い
う
。
 
 
 

居
住
者
の
居
住
地
国
に
お
け
る
課
税
の
範
囲
は
原
則
と
し
て
全
世
界
所
得
が
そ
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
納
税
義
務
が
納
税
者
の
居
住
 
 

五
 
 
 

領
の
税
制
改
革
案
（
T
H
E
 
P
R
E
S
I
D
E
N
T
）
Ⅵ
T
A
X
 
P
声
O
P
O
S
A
L
 
T
O
 
T
H
E
 
C
O
N
G
R
E
S
S
 
F
O
声
『
A
－
R
N
E
S
S
．
 
 

G
声
O
W
T
H
 
A
N
D
S
H
M
P
L
－
C
－
T
Y
）
・
大
統
領
の
税
制
改
革
案
の
議
会
審
議
に
先
立
っ
て
作
成
さ
れ
た
上
下
院
の
議
会
ス
タ
ッ
フ
 
 

に
よ
る
検
討
会
の
資
料
及
び
八
六
年
改
正
法
ま
で
を
検
討
す
る
。
今
回
の
米
国
の
税
制
改
革
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
制
度
の
整
備
の
最
 
 

大
の
焦
点
は
控
除
懐
虔
額
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
義
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

最
後
に
、
日
本
の
政
府
税
調
の
答
申
に
盛
り
込
ま
れ
た
外
国
税
額
控
除
の
改
正
に
つ
い
て
触
れ
て
、
控
除
限
度
額
を
中
心
と
す
る
外
国
 
 

税
額
控
除
の
整
備
の
方
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
）
 
「
会
社
標
本
調
査
結
果
報
告
」
（
国
税
庁
）
に
よ
る
。
 
 

第
一
車
 
外
国
税
額
控
除
の
基
本
的
諸
概
念
 
 



六
 
 

性
に
拘
わ
ら
ず
、
所
得
の
発
生
の
場
所
を
基
準
に
課
税
さ
れ
る
。
こ
れ
を
源
泉
地
国
課
税
と
い
う
。
以
上
の
居
住
者
、
非
居
住
者
に
よ
る
 
 

基
準
を
人
的
納
税
義
務
と
い
い
、
所
得
源
泉
、
財
産
の
所
在
地
等
を
課
税
の
基
準
と
す
る
こ
と
を
物
的
納
税
義
務
と
い
う
。
換
言
す
れ
 
 

ば
、
国
際
的
課
税
権
の
競
合
と
は
、
人
的
納
税
義
務
と
物
的
納
税
義
務
が
種
々
の
組
合
わ
せ
．
に
よ
り
、
同
一
の
課
税
物
件
に
対
し
て
課
税
 
 

の
競
合
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
国
際
的
課
税
権
の
競
合
の
典
型
的
な
例
と
し
て
三
つ
の
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
 
 
 

日
 
原
任
地
国
間
の
競
合
 
 
 

い
わ
ゆ
る
双
方
居
住
者
と
い
う
事
例
で
、
複
数
の
国
が
同
一
の
居
住
者
を
各
々
の
国
の
居
住
者
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
ほ
二
国
 
 

間
で
租
税
条
約
が
結
ば
れ
て
い
れ
ば
、
租
税
条
約
の
居
住
者
の
振
分
け
規
定
に
よ
り
い
ず
れ
の
国
の
居
住
者
か
が
決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
 
 

租
税
条
約
が
結
ば
れ
て
い
て
も
古
い
形
態
で
振
分
け
規
定
が
な
い
場
合
に
は
当
事
国
間
で
協
諌
す
る
必
要
が
生
ず
る
。
 
 
 

亙
 
源
泉
地
国
間
の
競
合
 
 
 

複
数
の
国
で
各
々
に
国
内
源
泉
所
得
の
定
め
が
異
な
る
場
合
等
に
生
ず
る
が
、
租
税
条
約
に
よ
る
所
得
源
泉
規
定
に
よ
り
回
避
す
る
こ
 
 

と
は
可
能
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
居
住
地
国
と
源
泉
地
国
の
競
合
 
 
 

納
税
義
務
者
は
居
住
地
国
で
は
全
世
界
所
得
に
課
税
さ
れ
、
か
つ
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
も
当
該
国
の
国
内
源
泉
所
得
に
つ
い
て
課
税
 
 

さ
れ
る
と
い
う
二
重
課
税
が
生
じ
た
場
合
、
二
重
課
税
か
ら
納
税
義
務
者
を
救
済
す
る
方
法
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
救
済
の
方
法
と
し
 
 

て
、
外
国
所
得
免
税
方
式
と
外
国
税
額
控
除
方
式
が
あ
る
。
 



二
、
国
際
的
二
重
課
税
か
ら
の
救
済
方
法
 
 

‖
 
外
国
所
得
免
税
方
式
 
 
 

こ
の
方
式
は
居
住
地
国
に
お
い
て
、
外
国
で
課
税
さ
れ
た
所
得
に
つ
い
て
居
住
地
国
の
課
税
を
免
除
す
る
も
の
で
あ
る
。
実
際
に
、
ベ
 
 

ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
等
の
諸
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
外
国
税
額
控
除
方
式
と
比
較
し
て
、
管
理
上
の
簡
便
性
は
 
 

あ
る
が
、
外
国
に
お
け
る
税
率
が
居
住
地
国
よ
り
も
低
い
場
合
に
は
、
国
外
所
得
が
居
住
地
国
に
お
い
て
免
税
に
な
る
た
め
、
国
内
所
得
 
 

の
み
を
有
す
る
者
と
の
間
で
公
平
さ
を
欠
く
こ
と
に
な
り
、
低
税
率
国
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
効
果
を
持
つ
。
 
 
 

伺
 
外
国
税
額
控
除
方
式
 
 
 

外
国
で
納
付
し
た
租
税
を
居
住
地
国
の
租
税
か
ら
税
額
控
除
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
は
外
国
で
納
付
し
た
租
税
を
居
住
地
国
 
 

で
全
額
控
除
す
る
完
全
控
除
方
式
と
国
外
所
得
に
居
住
地
国
の
実
効
税
率
を
乗
じ
た
金
額
を
控
除
限
度
額
と
し
て
外
国
の
租
税
を
控
除
す
 
 

る
一
般
控
除
方
式
が
あ
る
が
、
実
際
に
は
一
般
控
除
方
式
が
日
本
、
米
国
等
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
、
租
税
条
約
の
役
割
 
 

租
税
条
約
は
国
家
間
で
資
本
、
技
術
、
人
的
交
流
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
、
国
家
間
に
お
け
る
二
重
課
税
を
可
能
な
限
り
排
除
す
る
こ
 
 

と
を
主
な
目
的
と
し
た
取
決
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
方
の
国
が
条
約
相
手
国
の
居
住
者
の
自
国
の
課
税
に
つ
い
て
そ
の
課
税
範
囲
 
 

等
を
相
互
に
明
確
に
す
る
七
共
に
、
源
泉
所
得
税
の
税
率
の
軽
減
、
 

い
る
。
ま
た
、
国
際
的
二
重
課
税
排
除
の
規
定
を
置
い
て
い
る
た
め
に
、
国
内
税
法
の
定
め
に
よ
っ
て
は
租
税
条
約
の
規
定
が
創
設
的
意
 
 

七
 
 
 



八
 
 

義
を
持
つ
国
も
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
国
内
法
規
定
（
片
務
的
救
済
）
が
な
い
た
め
に
、
租
税
条
約
が
適
用
 
 

さ
れ
て
初
め
て
国
際
的
二
重
課
税
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

い
る
た
め
、
租
税
条
約
に
国
内
法
と
異
な
る
定
め
が
な
い
限
り
、
租
税
条
約
の
外
国
税
額
控
除
条
項
は
確
認
的
磯
能
を
持
つ
に
す
ぎ
な
 
 

い
。
陶
 
 

四
、
外
国
税
額
の
控
除
限
度
額
計
算
の
方
法
 
 

じ
一
括
限
度
額
方
式
 
 

一
括
限
度
額
方
式
と
は
、
外
国
税
額
と
国
外
所
得
の
全
て
を
一
括
通
算
し
て
計
算
す
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
外
国
を
一
つ
 
 

の
国
と
し
て
見
る
た
め
に
、
外
国
の
国
別
の
税
率
に
高
低
が
あ
っ
た
と
し
て
も
す
べ
て
平
均
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
方
式
の
利
点
 
 

は
、
国
別
限
度
額
方
式
に
比
し
て
計
算
が
簡
便
で
あ
る
点
に
あ
る
が
、
国
外
所
得
及
び
税
額
を
す
べ
て
を
一
括
通
算
す
る
た
め
に
、
居
住
 
 

地
国
の
実
効
税
率
よ
り
を
高
率
課
税
し
て
い
る
外
国
の
租
税
を
税
額
控
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
 
 
 

伺
 

こ
の
方
式
は
、
外
国
の
国
ご
と
に
外
国
税
額
と
所
得
を
算
定
し
て
国
別
の
控
除
限
度
額
を
計
算
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
よ
れ
 
 

ば
、
居
住
地
国
と
外
国
一
ケ
国
の
実
効
税
率
を
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
一
括
限
度
額
方
式
と
比
べ
て
、
国
別
の
税
額
控
除
限
度
額
 
 

の
過
不
足
の
通
算
は
で
き
ず
、
ま
た
、
国
別
の
税
額
と
所
得
の
計
算
が
煩
雑
に
な
る
欠
点
が
あ
る
。
 
 
 

伺
 
取
引
別
限
度
額
方
式
 
 
 

英
国
の
税
法
の
採
っ
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
取
引
ご
と
に
居
住
地
国
の
実
効
率
相
当
額
を
控
除
限
度
額
と
す
る
も
の
で
あ
 
 
 



「
 
外
国
税
額
控
除
制
度
の
沿
革
 
 

じ
 
制
度
創
設
 
 
 

昭
和
二
八
年
に
日
本
法
人
の
海
外
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
国
際
的
二
重
課
税
を
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
外
国
税
額
控
除
制
虔
 
 

が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
年
ほ
朝
鮮
戦
争
休
戦
後
の
不
況
乗
り
切
り
の
た
め
輸
出
促
進
の
政
策
が
税
制
面
か
ら
な
さ
れ
、
外
国
税
額
控
除
制
 
 

虔
の
他
に
、
輸
出
に
伴
な
う
キ
ャ
ン
セ
ル
、
ク
レ
ー
ム
の
た
め
に
輸
出
損
失
準
備
金
積
立
額
の
損
金
算
入
及
び
海
外
支
店
の
特
別
償
却
が
 
 

認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
控
除
限
度
額
計
算
の
方
式
と
し
て
は
国
別
限
度
額
方
式
が
採
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
現
行
制
度
の
確
立
 
 
 

イ
 
昭
和
三
七
年
の
税
法
改
正
の
主
要
項
目
と
し
て
は
、
 
 
 

S
一
括
限
度
額
方
式
の
選
択
適
用
が
認
め
ら
れ
た
。
 
 

九
 
 
 

る
。
 
 
 

囲
 
所
得
別
分
離
限
度
額
方
式
 
 
 

米
国
竺
九
八
六
年
改
正
法
の
採
っ
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
国
外
所
得
を
分
摂
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
ご
と
に
控
除
限
度
額
を
算
定
す
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

鯛
 
c
f
．
小
松
芳
明
「
租
税
条
約
の
研
究
」
九
七
－
一
〇
四
頁
 
 

第
二
章
 
日
本
の
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 



一
〇
 
 
 

こ
の
改
正
の
背
景
に
は
、
国
別
限
度
額
方
式
の
計
算
の
煩
雑
さ
を
回
避
す
る
た
め
及
び
外
国
税
の
控
除
に
国
別
の
過
不
足
が
生
ず
る
 
 

国
別
限
度
額
方
式
よ
り
も
一
括
限
度
額
方
式
の
は
う
が
納
税
者
に
と
っ
て
有
利
に
な
る
と
い
う
理
由
が
あ
っ
た
。
同
年
、
同
時
に
行
わ
 
 

れ
た
外
国
法
人
課
税
の
整
備
と
共
に
、
日
本
国
内
の
経
済
発
展
、
そ
れ
に
伴
う
国
際
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
こ
の
改
正
の
目
的
で
あ
っ
 
 

た
と
お
も
わ
れ
る
。
 
 
 

0
0
 
間
接
控
除
制
虔
の
導
入
 
 
 

海
外
進
出
の
企
業
形
態
（
支
店
又
は
子
会
社
）
に
よ
る
課
税
上
の
不
公
平
を
な
く
す
た
め
に
外
国
税
額
控
除
の
間
接
控
除
制
虔
が
導
 
 

入
さ
れ
た
。
 
 
 

㈹
 
地
方
税
に
外
国
税
額
控
除
制
虔
を
導
入
 
 
 

国
税
の
み
で
外
国
税
額
控
除
を
し
て
い
た
も
の
を
改
め
て
、
地
方
税
に
お
い
て
も
国
税
で
控
除
で
き
な
か
っ
た
金
額
の
控
除
を
認
め
 
 

た
。
 
 
 

国
 
外
国
税
額
控
除
の
適
用
時
期
 
 
 

国
外
所
得
発
生
年
分
の
外
国
税
額
控
除
を
税
額
確
定
時
の
控
除
に
改
正
し
た
。
 
 

ロ
 
昭
和
三
七
年
の
改
正
に
続
い
て
翌
三
八
年
に
改
正
を
行
っ
た
。
そ
の
要
点
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

S
 
控
傲
限
度
額
の
方
式
と
し
て
国
別
限
度
額
方
式
を
廃
止
。
 
 
 

国
別
限
度
額
方
式
を
廃
止
し
、
一
括
限
度
額
方
式
に
統
一
し
た
が
、
赤
字
国
の
赤
字
所
得
は
通
算
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
国
別
限
度
 
 

額
方
式
の
考
え
か
た
を
一
部
残
し
た
。
こ
の
赤
字
通
算
の
除
外
は
昭
和
五
八
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
 
 
 

何
 
限
度
超
過
額
と
控
除
余
裕
額
の
繰
越
 
 
 



日
本
の
課
税
年
度
と
外
国
の
課
税
年
度
の
調
整
を
す
る
と
と
も
に
、
当
該
改
正
に
お
い
て
、
外
国
税
額
控
除
を
所
得
発
生
の
事
業
年
 
 
 

度
に
遡
及
せ
ず
に
納
付
確
定
年
度
に
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 
 

ハ
 
昭
和
四
六
年
、
四
九
年
、
五
一
年
に
一
、
部
改
正
さ
れ
た
が
、
五
三
年
に
は
、
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
の
創
設
に
伴
い
、
特
 
 

定
外
国
子
会
社
の
留
保
利
益
を
親
会
社
で
合
算
課
税
す
る
際
に
当
該
留
保
利
益
に
課
さ
れ
る
外
国
法
人
税
に
つ
い
て
外
国
税
額
控
除
を
適
 
 

用
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 

ニ
外
国
税
額
控
除
制
度
創
設
以
来
、
同
制
度
を
促
進
す
る
立
場
か
ら
の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
五
八
年
の
改
正
に
お
い
て
 
 

は
、
冒
頭
に
述
べ
た
「
大
手
商
社
法
人
税
ゼ
ロ
」
と
い
う
新
聞
報
道
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
外
国
税
額
控
除
 
 

制
度
の
再
検
討
が
必
要
と
な
り
、
外
国
税
額
控
除
限
度
額
の
計
算
に
係
る
国
外
所
得
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
改
正
が
な
さ
れ
た
。
 
 
 

S
 
昭
和
四
六
年
の
改
正
で
企
業
の
選
択
と
な
っ
た
国
外
欠
損
金
の
除
外
計
算
は
l
括
限
度
額
方
式
の
徹
底
化
の
た
め
に
廃
止
さ
れ
 
 
 

た
。
 
 

㈹
 
棚
卸
資
産
の
譲
渡
地
の
判
定
基
準
の
改
正
 
 
 

従
来
は
、
棚
卸
資
産
の
引
渡
地
、
契
約
地
、
商
談
地
の
い
ず
れ
か
が
国
外
で
あ
れ
ば
そ
の
資
産
の
譲
渡
は
国
外
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
 
 
 

て
い
た
が
、
改
正
に
よ
り
国
外
の
事
業
所
等
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
．
国
外
で
譲
渡
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
 
 
 

た
。
た
だ
し
、
棚
卸
資
産
が
国
外
に
あ
る
事
業
所
等
を
通
じ
て
譲
渡
さ
れ
た
場
合
以
外
の
場
合
で
も
、
そ
の
譲
渡
に
係
る
所
得
が
外
国
 
 
 

で
課
税
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
選
択
に
よ
り
、
国
外
で
譲
渡
が
あ
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

M
 
引
当
金
、
準
備
金
の
任
意
配
分
の
特
例
を
廃
止
し
た
。
こ
れ
は
、
国
外
所
得
計
算
の
適
正
化
の
た
め
に
改
正
さ
れ
た
。
 
 
 

H
 
共
通
費
用
の
国
外
所
得
へ
の
配
賦
に
関
す
る
規
定
が
新
設
さ
れ
、
収
入
金
額
、
資
産
の
価
額
、
使
用
人
の
数
等
合
理
的
基
準
で
 
 

一
一
 
 
 



一
二
 
 
 

共
通
経
費
を
配
賦
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
基
本
通
達
の
改
正
に
よ
り
そ
の
計
算
方
法
等
が
示
さ
れ
た
。
 
 

二
、
日
本
の
現
行
外
国
税
額
控
除
制
度
の
概
翠
 
 

川
 
税
額
控
除
方
式
 
 
 

国
際
的
二
重
課
税
を
排
除
す
る
方
法
と
し
て
は
、
外
国
所
得
免
除
方
式
及
び
外
国
税
額
控
除
方
式
が
あ
る
こ
と
に
は
前
章
で
触
れ
た
 
 

が
、
日
本
で
は
昭
和
二
八
年
の
外
国
税
額
控
除
制
度
創
設
以
来
、
米
国
、
英
国
と
同
様
．
に
こ
の
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
 
 
 

伺
 
対
象
と
な
る
外
国
税
 
 
 

日
本
の
締
結
し
た
租
税
条
約
に
は
地
方
税
を
条
約
の
対
象
税
目
と
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
国
内
法
に
よ
る
片
務
的
救
済
と
し
て
 
 

地
方
税
に
つ
い
て
も
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
し
て
い
る
。
 
 
 

伺
一
括
限
度
額
方
式
に
よ
る
限
度
額
計
算
 
 
 

外
国
税
額
控
除
制
度
の
創
設
時
に
は
国
別
限
度
額
方
式
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
八
年
の
改
正
に
よ
り
一
括
限
度
額
方
式
に
統
一
さ
れ
 
 

た
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
の
方
式
の
下
で
は
、
外
国
全
体
を
一
つ
の
国
と
み
て
全
体
の
控
除
限
度
額
を
計
算
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
原
 
 

則
は
国
内
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
税
金
陀
ま
で
外
国
税
額
の
控
除
を
食
い
込
ま
せ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
 
 
 

国
 
外
国
税
額
控
除
適
用
の
時
期
 
 

外
国
税
額
控
除
適
用
の
時
期
と
し
て
は
、
外
国
で
所
得
の
発
生
し
た
時
期
に
こ
だ
わ
る
こ
止
な
く
、
外
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
 
 

た
時
点
で
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
。
こ
の
時
期
の
ず
れ
を
調
整
す
る
た
め
に
外
国
税
が
控
除
限
度
額
を
超
過
し
た
場
合
町
限
度
超
過
額
 
 

の
繰
越
と
控
除
限
度
額
に
余
裕
が
生
じ
た
場
合
の
余
裕
額
の
繰
越
の
制
度
が
あ
る
。
 
 
 



何
 
損
金
算
入
と
税
額
控
除
の
選
択
 
 
 

現
行
の
制
度
で
は
、
各
種
の
外
国
税
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
事
業
年
度
に
つ
い
て
一
部
損
金
算
入
、
一
部
外
国
税
額
控
除
と
い
う
選
 
 

択
は
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

何
 
問
接
控
除
 
 
 

海
外
進
出
を
外
国
支
店
形
態
と
外
国
子
会
社
形
態
で
行
っ
た
場
合
の
税
負
担
を
公
平
に
す
る
た
め
に
間
接
控
除
制
度
が
あ
る
。
内
国
法
 
 

人
が
株
式
の
二
五
％
以
上
を
六
ケ
月
以
上
引
き
続
い
て
所
有
し
て
い
る
外
国
子
会
社
か
ら
の
配
当
に
つ
い
て
は
、
当
該
配
当
に
か
か
る
外
 
 

国
法
人
税
を
間
接
控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

S
 
み
な
し
外
国
税
額
控
除
（
T
a
舛
S
p
a
r
i
n
g
 
C
r
e
d
i
t
）
 
 
 

発
展
途
上
国
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
に
租
税
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
税
額
控
除
の
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
所
得
源
 
 

泉
地
国
に
お
い
て
減
免
さ
れ
た
租
税
を
源
泉
地
国
で
納
付
し
た
も
の
と
み
な
し
て
居
住
地
国
で
外
国
税
額
控
除
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

日
本
は
、
現
在
、
韓
国
を
は
じ
め
一
三
ケ
国
と
の
租
税
条
約
に
こ
の
定
め
を
置
い
て
い
る
。
 
 
 

㈲
 
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
 
 
 

タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
に
所
在
す
る
特
定
外
国
子
会
社
の
留
保
利
益
を
内
国
法
人
の
所
得
と
合
算
し
て
課
税
す
る
際
に
、
当
該
留
保
利
益
 
 

に
か
か
る
外
国
法
人
税
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 



一
、
沿
革
 
 

糾
 
は
じ
め
に
 
 
 

現
行
の
英
国
税
法
の
外
国
税
額
控
除
の
規
定
は
、
所
得
、
法
人
税
法
の
一
九
七
〇
年
法
（
以
下
「
七
〇
年
法
」
と
い
う
）
を
基
本
と
し
 
 

て
、
そ
れ
以
降
の
財
政
法
（
『
i
n
a
n
c
e
A
c
t
）
に
よ
り
補
完
さ
れ
現
在
に
至
っ
七
い
る
。
具
体
的
に
は
、
七
〇
年
法
の
第
一
八
編
四
九
七
 
 

条
以
下
に
そ
の
定
め
が
置
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

実
際
の
外
国
税
額
控
除
額
は
、
一
九
八
三
1
八
四
の
年
度
に
お
い
て
、
所
得
、
法
人
税
に
お
い
て
、
二
、
一
〇
〇
百
万
ポ
ン
ド
、
（
紛
五
、
 
 

二
五
〇
億
円
・
一
ポ
ン
ド
二
五
〇
円
換
算
）
で
あ
る
。
こ
の
数
字
は
同
時
瓢
に
お
け
る
日
本
の
外
国
税
額
控
除
額
を
上
回
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

伺
 
七
〇
年
法
以
前
の
経
緯
 
 
 

イ
一
八
五
八
年
、
英
国
は
東
イ
ン
ド
会
社
を
廃
止
し
て
イ
ン
ド
を
伴
合
し
た
。
一
八
六
〇
年
、
イ
ン
ド
は
所
得
税
を
創
設
し
た
た
め
 
 
 

に
英
国
と
イ
ン
ド
の
間
堅
一
重
課
税
の
問
題
が
生
じ
た
。
（
注
1
）
 
 
 

ロ
 
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
六
年
、
財
政
法
に
よ
り
二
重
課
税
の
救
済
方
法
が
導
入
さ
れ
、
英
国
と
植
民
地
の
双
方
で
租
税
を
 
 
 

納
付
し
た
者
は
、
英
国
の
所
得
税
と
植
民
地
の
所
得
税
の
一
七
・
五
％
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
金
額
に
つ
い
て
還
付
が
受
け
ら
れ
る
 
 
 

こ
と
と
な
っ
た
。
（
注
2
）
 
 
 

第
三
章
 
英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 



ハ
 
英
国
自
治
領
所
得
税
の
救
済
（
一
九
二
〇
年
財
政
法
）
 
 
 

当
時
は
英
国
の
海
外
投
資
の
大
部
分
が
大
英
帝
国
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
英
国
の
本
国
及
び
自
治
領
で
課
さ
れ
た
所
得
税
の
二
重
 
 

課
税
に
つ
い
て
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
英
国
以
外
の
諸
国
に
つ
い
て
は
英
国
ほ
ど
の
体
系
的
な
所
得
税
法
を
有
し
て
い
る
国
が
な
 
 

か
っ
た
た
め
、
技
術
的
問
題
等
が
残
っ
た
。
（
注
3
）
 
 

ニ
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
英
国
は
源
泉
地
国
で
の
課
税
権
を
放
棄
し
て
、
居
住
地
国
の
み
で
課
税
す
る
居
住
地
課
税
主
義
 
（
p
u
r
e
 
 

r
e
s
i
d
e
n
c
e
 
b
a
s
i
s
）
 
を
提
唱
し
た
が
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
こ
の
考
え
か
た
の
採
用
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
英
国
 
 

は
国
際
運
輸
所
得
に
関
す
る
限
定
的
内
容
の
租
税
条
約
を
締
結
し
た
。
（
注
4
）
 
 

ホ
 
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
海
外
進
出
に
伴
い
包
括
的
内
容
の
租
税
条
約
を
米
国
と
締
結
し
、
そ
の
後
、
他
の
諸
国
と
も
同
様
の
租
税
 
 

条
約
を
締
結
し
た
。
 
 
 

l
九
五
〇
年
に
は
財
政
法
に
よ
り
外
国
税
額
控
除
の
片
務
的
救
済
の
規
定
を
創
設
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
英
連
邦
内
に
納
付
さ
れ
た
 
 

租
税
に
対
し
て
ほ
英
国
の
実
効
税
率
の
七
五
％
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
英
国
の
税
率
の
五
〇
％
を
上
限
と
し
て
税
額
控
除
が
 
 

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
（
注
5
）
 
 
 

へ
 
一
九
六
一
年
に
み
な
し
外
国
税
額
控
除
の
考
え
か
た
が
導
入
さ
れ
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
マ
ル
タ
等
と
の
租
税
条
約
に
 
 

そ
の
規
定
が
置
か
れ
た
（
注
6
）
。
 
 

（
注
1
）
 
C
F
．
D
a
く
i
d
R
D
a
く
i
∽
■
－
P
r
i
n
e
i
p
－
e
∽
O
f
－
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
D
O
ロ
b
l
e
 
T
a
監
t
i
O
n
声
e
－
i
e
f
。
（
S
w
e
e
t
紆
M
a
H
W
e
－
1
）
諾
u
 
 

（
注
2
）
 
I
b
i
d
．
P
N
∽
 
 

（
注
3
）
 
H
b
i
d
一
諾
〇
 
 

一
五
 
 
 



（
注
4
）
 
i
b
i
d
．
諾
〇
．
 
 

（
注
5
）
 
I
b
i
d
．
増
∽
－
－
∽
N
 
 

（
注
6
）
 
i
b
i
d
．
竹
山
N
 
 

二
、
英
国
の
外
国
税
額
控
除
の
基
本
的
枠
組
み
 
 

‖
 
租
税
条
約
に
定
め
る
外
国
税
額
控
除
の
適
用
 
 

阻
税
条
約
の
国
内
に
お
け
る
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
形
態
が
あ
る
。
 
 

イ
 
日
本
及
び
米
国
の
場
合
、
条
約
は
批
准
、
分
布
さ
れ
れ
ば
特
別
な
立
法
な
し
に
自
動
的
に
国
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
 
 

な
る
。
 
 

ロ
 
西
独
の
場
合
、
条
約
が
国
内
的
効
力
を
持
つ
た
め
に
は
承
認
法
と
い
う
立
法
が
国
内
で
必
要
で
あ
る
。
 
 

ハ
 
英
国
の
場
合
、
条
約
は
個
々
の
立
法
に
よ
う
法
的
効
力
を
与
え
な
い
限
り
国
内
附
効
力
を
有
し
な
い
。
（
注
1
）
 
 
 

し
た
が
．
っ
て
、
英
国
に
お
い
て
は
租
税
条
約
を
締
結
し
て
も
自
動
的
に
は
効
力
を
生
じ
な
い
で
、
税
法
に
租
税
条
約
の
定
め
が
有
効
 
 

で
あ
る
旨
の
規
定
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
国
税
額
控
除
に
係
る
条
項
と
し
て
は
、
七
〇
年
法
の
四
九
七
条
の
規
定
が
あ
り
、
同
 
 

条
の
定
め
に
よ
れ
ば
、
他
の
い
か
な
る
国
内
法
の
規
定
に
拘
わ
ら
ず
租
税
条
約
の
規
定
は
国
内
法
に
優
先
し
て
適
用
と
な
る
。
（
注
2
）
 
 
 

四
九
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
ヾ
外
国
で
課
さ
れ
た
所
得
税
、
法
人
税
等
こ
れ
ら
に
摂
す
る
租
税
に
つ
い
て
は
、
英
国
で
同
じ
所
得
に
課
 
 

さ
れ
る
所
得
税
、
法
人
税
か
ら
控
除
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 

さ
ら
に
同
項
は
、
英
国
非
居
住
者
に
対
す
る
英
国
源
泉
所
得
の
課
税
、
英
国
内
に
あ
る
P
E
等
の
課
税
、
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
 
 
 



に
よ
る
タ
ッ
ク
ス
タ
レ
ジ
ッ
↓
を
租
税
条
約
に
よ
り
英
国
非
居
住
者
に
ま
で
拡
大
し
て
適
用
で
き
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
英
阻
の
締
結
し
て
い
る
租
税
条
約
の
内
、
二
九
ケ
国
に
つ
い
て
み
な
し
外
国
税
額
控
除
（
T
a
註
p
a
r
i
n
粥
C
r
e
d
i
t
）
の
規
定
が
 
 

あ
る
。
（
注
3
）
 
 
 

み
な
し
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
は
、
四
九
七
粂
三
項
に
お
い
て
、
英
国
以
外
の
国
の
法
令
に
よ
り
課
税
さ
れ
、
英
国
で
外
国
税
額
 
 

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
．
き
る
租
税
に
つ
い
て
は
そ
の
金
額
は
納
付
し
た
も
の
と
し
て
取
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
 
 

る
。
 
 

回
 
国
内
法
の
規
定
 
 
 

英
国
で
は
、
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
租
税
条
約
の
定
め
に
よ
る
は
か
、
国
内
法
に
よ
る
片
務
的
救
済
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
 
 

四
九
八
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
条
に
よ
れ
ば
、
国
外
で
納
付
さ
れ
た
租
税
の
う
ち
英
国
で
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
も
の
で
 
 

あ
れ
ば
、
租
税
条
約
の
適
用
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
四
九
八
条
に
よ
り
外
国
税
額
控
除
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
条
 
 

六
項
に
お
い
て
、
租
税
条
約
に
含
ま
れ
な
い
外
国
の
地
方
税
で
、
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
租
税
は
当
該
条
項
に
上
り
英
国
に
お
い
て
外
国
税
 
 

額
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。
 

伺
 
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
 
 
 

英
国
で
ほ
、
一
九
七
二
年
の
財
政
法
に
よ
り
イ
ン
ビ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
制
度
が
導
入
さ
れ
、
法
人
の
配
当
に
対
す
る
二
重
課
税
の
調
整
措
 
 

置
が
と
ら
れ
た
。
 
 
 

本
制
度
の
特
徴
は
、
配
当
を
支
払
う
法
人
（
以
下
「
配
当
支
払
法
人
」
と
い
う
）
が
納
付
す
る
法
人
税
の
一
部
を
支
払
配
当
に
係
る
株
 
 

主
の
所
得
税
の
前
払
い
と
ネ
て
、
当
該
税
額
を
配
当
受
領
者
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
英
国
の
現
行
法
で
は
、
法
人
掛
に
お
け
る
配
 
 

一
七
 
 
 



一
八
 
 

当
軽
課
措
置
な
ら
び
に
個
人
課
税
に
お
け
る
配
当
控
除
制
度
は
な
い
。
 
 
 

具
体
的
に
は
、
配
当
支
払
法
人
に
お
い
て
配
当
を
支
払
う
際
に
、
当
該
配
当
金
額
の
∽
＼
べ
の
税
率
で
予
納
法
人
税
（
A
d
く
a
n
C
e
C
？
 
 

r
p
。
r
a
－
i
。
n
ヰ
a
且
を
納
付
し
、
予
納
法
人
税
は
潮
付
し
た
年
度
の
法
人
税
か
ら
税
額
控
除
さ
れ
る
。
ま
た
、
配
当
支
払
法
人
が
他
の
英
 
 

国
居
住
者
で
あ
る
法
人
（
以
下
「
英
国
居
住
法
人
」
と
い
う
）
●
か
ら
配
当
を
受
領
し
た
ば
あ
い
、
当
該
受
取
配
当
に
つ
い
て
は
支
払
時
に
 
 

既
に
予
納
法
人
税
を
納
付
し
て
い
る
た
め
、
当
該
法
人
の
支
払
配
当
に
か
か
る
予
納
法
人
税
に
つ
い
て
は
、
支
払
配
当
に
係
る
予
納
法
人
 
 

税
か
ら
受
取
配
当
に
か
か
る
予
納
法
人
税
を
相
殺
し
て
差
額
を
納
付
す
る
こ
と
に
な
る
。
当
該
法
人
の
受
取
配
当
に
つ
い
て
は
、
法
人
所
 
 

得
の
計
算
上
益
金
不
算
入
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
（
注
4
）
 
 
 

抹
主
の
課
税
と
し
て
は
、
受
取
配
当
の
金
額
の
他
に
、
当
該
配
当
に
つ
い
て
予
納
法
人
税
と
し
て
税
金
の
前
払
を
し
て
い
る
た
め
、
．
受
 
 

取
配
当
に
係
る
予
納
法
人
税
と
同
額
の
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
相
当
額
を
課
税
標
準
に
算
入
す
る
。
次
に
、
受
取
離
当
の
金
額
と
タ
ッ
ク
 
 

ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
金
額
の
合
計
額
に
所
得
税
が
課
さ
れ
、
貸
出
所
得
税
か
ら
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
金
額
を
税
額
控
除
す
る
。
現
行
で
 
 

は
、
予
納
法
人
税
の
計
算
に
お
け
る
基
本
税
率
三
〇
％
（
一
九
八
五
年
）
 
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
予
納
法
人
税
の
税
率
ほ
桝
談
常
世
 
 

小
（
【
Ⅰ
肘
掛
蛍
初
）
で
あ
る
 

税
）
を
納
付
t
た
後
の
金
額
で
あ
る
と
解
し
て
、
（
－
－
隣
謡
常
世
）
で
険
し
た
金
額
（
予
納
法
人
税
引
前
の
金
額
）
 
に
基
本
税
率
を
乗
 
 

じ
て
予
納
法
人
税
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

本
制
度
は
、
英
国
国
内
法
に
よ
れ
ば
、
英
 

が
あ
れ
ば
、
英
国
非
居
住
者
に
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

英
国
の
居
住
者
の
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
税
額
計
算
に
お
け
る
予
納
法
人
税
の
取
扱
い
に
影
響
す
る
の
み
で
、
む
し
ろ
 
 
 



英
国
非
居
住
者
の
居
住
地
国
に
お
け
る
課
税
に
影
響
が
あ
る
。
英
国
非
居
住
者
に
租
税
条
約
に
よ
り
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
供
与
さ
れ
 
 

る
と
、
英
国
に
お
い
て
配
当
金
額
と
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
合
計
額
に
源
泉
所
得
税
が
課
さ
れ
る
た
め
、
居
他
地
国
で
外
国
税
額
控
除
 
 

が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
配
当
支
払
法
人
と
配
当
受
取
法
人
間
で
一
定
の
所
有
関
係
が
あ
る
場
合
、
配
当
受
領
法
人
が
そ
の
居
住
地
国
に
 
 

お
い
て
外
国
税
額
控
除
の
間
接
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

（
注
1
）
 
c
f
．
岩
沢
雄
司
「
条
約
の
国
内
適
用
可
能
性
」
 
（
有
斐
閤
）
ワ
N
0
0
N
 
 

（
注
2
）
 
W
i
－
訂
n
∽
－
s
T
a
㌍
T
a
b
l
e
∽
忘
双
－
冨
（
ぎ
t
t
e
r
w
。
r
t
h
s
）
に
よ
れ
ば
、
現
在
入
四
ケ
国
と
租
税
条
約
が
締
結
さ
れ
、
ア
ル
ゼ
チ
ソ
、
ト
ル
コ
、
 
 

ソ
連
に
つ
い
て
は
批
准
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
注
3
）
 
D
a
＜
i
d
R
D
a
く
i
∽
．
〇
p
．
C
i
t
こ
p
．
㌶
 
 

（
注
4
）
 
厳
密
に
は
、
英
国
居
住
法
人
に
支
払
わ
れ
る
配
当
金
額
は
、
配
当
金
額
と
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
合
計
額
で
課
税
済
投
資
所
得
と
し
て
受
取
法
人
 
 

に
受
領
き
れ
、
配
当
受
取
法
人
が
配
当
を
支
払
う
際
に
、
当
該
配
当
金
額
か
ら
既
に
受
領
し
て
あ
る
課
税
済
投
資
所
得
か
ら
タ
ッ
ク
ス
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
 
 

金
額
を
控
除
し
た
純
額
を
支
払
配
当
か
ら
控
除
し
た
金
額
に
〕
＼
べ
の
予
納
法
人
税
の
税
率
を
乗
じ
て
配
当
受
取
法
人
の
予
納
法
人
税
の
金
額
を
算
定
 
 

す
る
。
 
 
 

第
四
章
 
日
本
、
英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
比
較
 
 

「
 
背
 
景
 
 

日
本
は
自
主
申
告
制
虔
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
納
税
者
ほ
納
期
限
ま
で
に
申
告
書
を
作
成
し
、
税
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
 

ヽ
 
0
 
 

、
．
レ
 
 

一
九
 
 
 



二
〇
 
 
 

英
国
で
は
納
税
者
は
申
告
書
を
作
成
し
て
内
国
歳
入
庁
に
申
告
す
る
が
、
課
税
庁
は
申
告
さ
れ
た
数
字
を
資
料
と
し
て
調
査
を
行
い
決
 
 

定
通
知
書
を
発
行
し
て
税
額
が
決
定
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
賦
課
決
定
方
式
」
を
採
用
し
て
い
る
。
納
期
限
は
、
決
算
日
後
九
カ
月
以
内
又
 
 

は
決
定
通
知
書
の
発
行
日
後
三
〇
日
以
内
の
い
ず
れ
か
遅
い
方
の
日
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
決
算
日
か
ら
税
金
の
納
付
ま
で
相
当
の
時
 
 

間
が
あ
る
点
で
日
永
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
英
国
で
は
所
定
の
外
国
税
額
控
除
の
申
告
書
が
な
く
、
会
計
士
が
外
国
税
額
控
除
の
資
料
を
申
告
書
に
 
 

添
し
付
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
で
は
税
額
決
定
ま
で
会
計
士
と
課
税
庁
の
腐
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
 
 

あ
る
。
（
注
）
 
 
 

（
注
）
 
c
f
．
等
松
青
木
監
査
法
人
編
「
海
外
税
務
ハ
ソ
ド
ブ
ッ
ク
」
p
」
念
人
税
務
研
究
会
出
版
局
）
 
 

二
、
外
国
税
額
の
直
接
控
除
 
 

∽
 
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
外
国
税
 
 
 

双
方
の
国
共
に
、
外
国
税
額
控
除
で
き
る
外
国
の
租
税
と
は
原
則
と
し
て
所
得
に
課
せ
ら
れ
る
所
得
税
、
法
人
税
で
あ
る
。
 
 
 

日
本
の
場
合
、
国
内
法
に
お
い
て
外
国
税
の
範
囲
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
法
六
九
1
一
、
令
一
個
一
1
二
）
。
た
だ
し
、
外
国
法
人
税
 
 

に
附
帯
し
て
課
さ
れ
る
附
帯
税
等
は
除
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

英
国
の
場
合
、
控
除
可
能
な
外
国
の
租
税
は
、
第
一
に
租
税
条
約
が
あ
れ
ば
条
約
に
規
定
す
る
税
目
で
あ
る
。
租
税
条
約
が
な
い
場
 
 

合
、
国
内
法
に
よ
る
片
務
的
救
済
と
し
て
条
約
と
同
等
の
控
除
を
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
租
税
条
約
で
地
方
税
の
控
除
を
認
め
て
い
な
 
 

い
場
合
、
国
内
法
に
よ
り
救
済
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
 
 
 



表
と
比
較
し
た
場
合
、
リ
ス
ト
は
国
の
数
で
九
〇
近
く
多
小
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
つ
い
て
は
渡
辺
氏
の
一
覧
表
の
方
が
精
度
が
高
い
 
 

原
則
と
し
て
両
国
と
も
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
外
国
税
に
つ
い
て
理
論
的
に
大
き
な
差
異
は
な
い
が
、
執
行
面
で
大
き
な
相
異
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

英
国
は
控
除
可
能
な
外
国
税
の
一
覧
表
を
作
成
し
公
表
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
納
税
者
側
か
ら
の
要
望
と
し
て
同
 
 

様
の
資
料
の
開
示
を
国
税
庁
に
要
求
し
て
い
る
が
実
現
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
注
）
 

英
国
の
外
国
税
の
リ
ス
ト
（
以
下
「
リ
ス
ト
」
と
い
う
）
 
は
そ
の
網
羅
性
に
つ
い
て
ほ
相
当
精
度
が
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
他
の
塀
 
 

書
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

例
え
ば
、
渡
辺
淑
夫
氏
の
著
書
「
新
版
外
国
税
額
控
除
」
の
三
六
ペ
ー
ジ
以
降
の
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
外
国
法
人
税
の
一
覧
 
 
 

も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
の
収
益
移
転
税
は
リ
ス
ト
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
渡
辺
氏
の
一
覧
表
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
 
 

し
な
が
ら
、
リ
ス
ト
の
公
表
が
納
税
者
の
便
益
に
資
す
る
点
で
ほ
評
価
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
荘
）
 
c
f
．
日
本
租
税
研
究
協
会
第
三
三
回
大
会
記
録
 
三
一
〇
五
 
 
 

伺
 
外
国
税
額
控
除
の
適
用
時
期
 
 
 

日
本
に
お
い
て
は
、
所
得
の
申
告
時
期
と
当
該
所
得
に
係
る
外
国
観
の
控
除
と
の
適
用
時
期
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
外
国
の
課
税
が
 
 

遅
れ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
双
方
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
な
く
控
除
し
て
い
 

税
は
納
付
が
確
定
し
た
年
度
に
お
い
て
当
該
年
度
の
控
除
限
度
額
の
範
囲
内
で
税
額
控
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
、
控
除
余
裕
及
 
 

び
限
度
超
過
額
の
五
年
繰
越
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

英
国
は
日
本
と
異
な
り
、
控
除
余
裕
額
及
び
限
度
超
過
額
の
繰
越
の
制
度
は
な
い
。
従
っ
て
、
所
得
は
発
生
基
準
で
計
上
さ
れ
る
た
 
 

二
一
 
 
 



二
二
 
 

め
、
当
該
所
得
を
計
上
し
た
事
業
年
度
後
に
外
国
で
課
税
さ
れ
た
場
合
、
遡
及
し
て
外
国
税
額
控
除
を
請
求
す
る
期
間
制
限
を
定
め
て
い
 
 

る
。
 
 
 

外
国
税
額
控
除
の
請
求
の
期
間
に
つ
い
て
次
ぎ
の
様
に
定
め
ら
れ
て
い
る
（
七
〇
年
法
五
一
二
条
）
。
 
 
 

同
条
に
よ
れ
ば
、
納
税
者
は
事
業
年
度
終
了
後
六
年
間
は
当
該
事
業
年
度
に
係
る
外
国
税
額
控
除
の
権
利
を
有
す
る
こ
と
七
な
る
。
即
 
 

ち
、
外
国
に
お
い
て
英
国
で
既
に
課
税
済
み
の
所
得
に
つ
い
て
遅
れ
て
課
税
さ
れ
た
場
合
、
納
税
者
は
当
該
事
業
年
度
終
了
後
六
年
の
間
 
 

に
更
正
の
請
求
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
外
国
に
お
け
る
税
務
調
査
等
に
よ
り
追
徴
税
額
が
生
じ
た
場
合
に
は
 
 

更
正
請
求
の
期
間
制
限
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
同
法
五
一
二
条
二
項
）
。
 
 
 

手
続
き
と
し
て
ほ
、
納
税
者
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
へ
の
申
し
立
て
の
権
限
を
有
す
る
調
査
官
に
対
し
て
請
求
を
提
出
す
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
実
務
的
に
は
外
国
税
額
が
最
終
的
に
溌
定
し
た
時
点
で
な
さ
れ
る
処
理
を
保
留
し
た
形
で
、
暫
定
的
請
求
が
内
国
歳
入
庁
 
 

（
1
）
 
 

に
提
出
さ
れ
る
。
（
注
）
 
 
 

（
注
）
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伺
 
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
 
 
 

国
際
的
二
重
課
税
を
排
除
す
る
方
法
と
し
て
、
第
一
に
、
租
税
条
約
に
よ
り
所
得
源
泉
地
国
の
課
税
を
制
限
又
・
は
課
税
を
免
除
す
る
こ
 
 

と
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
源
泉
地
国
に
お
い
て
課
税
さ
れ
た
と
き
ほ
居
住
他
国
に
お
い
て
二
重
課
税
排
除
の
た
め
の
救
済
措
置
が
必
 
 

要
と
な
る
。
そ
の
救
済
措
置
の
方
法
と
し
て
外
国
所
得
免
除
方
式
と
外
国
税
額
控
除
方
式
が
あ
り
、
日
本
、
英
国
の
双
方
共
、
外
国
税
額
 
 

控
除
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
外
国
所
得
免
除
方
式
は
際
泉
地
国
の
低
率
課
税
で
あ
っ
た
り
、
課
税
を
免
除
し
た
場
合
に
納
税
者
間
に
不
 
 

公
平
が
生
じ
る
と
い
う
欠
陥
が
あ
る
。
 
 
 



外
国
税
額
控
除
方
式
に
つ
い
て
は
、
外
国
で
課
税
さ
れ
た
外
国
税
す
べ
て
を
税
額
控
除
す
る
完
全
税
額
控
除
方
式
も
あ
る
が
、
両
国
共
 
 

に
一
般
税
額
控
除
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
 

こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
る
の
は
二
重
課
税
排
除
の
範
囲
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
国
税
額
控
除
の
基
本
原
則
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
 
 

が
、
い
く
つ
か
の
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
あ
る
。
 
 
 

イ
、
二
重
課
税
を
完
全
に
排
除
す
る
方
法
 
 
 

ロ
、
居
住
地
国
の
課
税
権
を
擁
護
す
る
と
い
う
技
術
的
観
点
か
ら
、
一
定
の
限
度
額
の
範
囲
内
で
二
重
課
税
を
救
済
す
る
方
法
。
 
 
 

ハ
、
税
法
の
経
済
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
自
国
の
経
済
政
策
の
一
環
と
し
て
外
国
税
額
控
除
の
方
法
を
選
択
す
る
。
 
 
 

上
記
の
イ
ー
ハ
は
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
も
の
で
は
な
く
実
際
に
ほ
相
互
に
関
連
し
て
考
慮
さ
れ
る
が
、
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
考
え
 
 

る
際
に
は
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

最
初
に
上
記
の
イ
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
技
術
的
に
完
全
に
二
重
課
税
を
排
除
す
る
た
め
に
は
外
国
で
課
さ
れ
た
租
税
の
全
額
を
居
住
 
 

地
国
で
控
除
す
る
方
法
が
最
善
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
場
合
、
源
泉
地
国
の
高
率
課
税
の
誘
因
と
な
る
た
 
 

め
、
源
泉
地
国
の
税
率
高
騰
の
歯
止
め
が
必
要
と
な
る
。
 
 
 

上
記
ロ
に
つ
い
て
は
、
完
全
堅
一
重
課
税
の
排
除
は
出
来
な
い
が
、
そ
の
方
法
と
し
て
一
括
限
度
額
方
式
等
の
方
法
が
あ
り
ハ
の
経
済
 
 

的
観
点
も
考
慮
し
て
一
つ
の
方
式
又
ほ
混
合
形
態
が
採
用
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
や
米
国
の
よ
う
に
控
除
余
裕
額
、
控
除
限
度
超
過
額
 
 

の
繰
越
の
制
度
が
併
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
選
択
は
イ
忙
お
け
る
議
論
の
よ
う
な
完
 
 

全
な
二
重
課
税
の
排
除
と
い
う
考
え
か
た
を
放
棄
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
控
除
限
度
額
の
方
式
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
方
式
選
択
時
の
 
 

経
済
状
況
、
控
除
限
度
額
計
算
の
技
術
的
側
面
が
重
視
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
経
済
状
況
と
は
企
業
の
海
外
投
資
を
促
進
す
る
状
況
に
 
 

二
三
 
 
 



二
四
 
 

経
済
が
置
か
れ
て
い
れ
ば
企
業
の
有
利
と
な
る
方
式
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
計
算
の
技
術
的
側
面
と
は
共
通
費
用
の
配
賦
等
の
計
 
 

算
の
簡
便
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
の
控
除
限
度
額
の
方
式
が
理
論
的
に
優
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
外
 
 

国
税
額
控
除
制
度
に
外
在
す
る
選
択
要
素
の
い
ず
れ
に
力
点
を
置
く
か
に
よ
っ
て
方
式
の
選
択
が
行
わ
れ
る
こ
と
七
な
る
た
め
、
制
度
の
 
 

乱
用
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
外
国
税
額
控
除
の
適
用
に
厳
し
い
方
法
が
採
ら
れ
る
。
 
 
 

現
行
の
日
本
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
の
控
除
限
度
額
の
算
定
に
ほ
一
括
限
度
額
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
方
式
は
外
国
を
一
カ
 
 

国
と
み
る
た
め
国
別
に
共
通
経
費
の
配
賦
の
必
要
が
な
く
計
算
が
国
別
限
度
額
方
式
と
比
較
し
て
容
易
で
あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
企
業
が
高
 
 

税
率
国
か
ら
低
税
率
国
へ
所
得
を
移
転
さ
せ
る
こ
と
に
課
税
当
局
は
注
意
を
払
う
必
要
が
な
い
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
逆
に
短
所
と
し
て
 
 

は
、
す
べ
て
の
外
国
税
額
を
一
括
す
る
た
め
に
日
本
の
実
効
税
率
よ
り
も
高
率
な
外
国
税
を
控
除
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も
に
、
限
度
超
 
 

過
額
が
あ
る
場
合
に
低
率
課
税
国
に
投
資
す
る
こ
と
で
居
住
地
国
の
租
税
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

英
国
の
控
除
限
度
額
の
原
則
は
外
国
税
額
を
平
均
化
し
て
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
控
除
限
度
額
は
英
国
の
実
効
税
率
相
当
 
 

額
で
あ
る
た
め
、
二
つ
以
上
国
外
所
得
が
あ
る
場
合
に
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
実
効
税
率
を
課
さ
れ
て
い
れ
ば
一
つ
ず
つ
対
応
さ
せ
て
控
除
 
 

限
度
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
異
な
る
実
効
税
率
を
課
さ
れ
た
事
業
所
得
が
複
数
あ
る
と
き
に
は
国
外
事
業
所
得
と
 
 

し
て
通
算
ほ
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
。
 
 
 

英
国
の
現
行
制
度
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
利
潤
及
び
所
得
に
関
す
る
課
税
」
と
い
う
一
九
五
五
年
の
 
 

「
王
立
委
員
会
の
最
終
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
国
外
所
得
の
合
算
及
び
限
度
超
過
額
の
繰
越
に
つ
い
て
納
税
者
か
ら
の
要
望
が
あ
る
こ
と
が
 
 

述
べ
ら
れ
て
小
る
。
（
注
）
し
か
し
な
が
ら
英
国
が
現
行
の
原
則
に
固
執
し
て
い
る
理
由
 

効
税
率
を
超
過
す
る
外
国
の
租
税
を
も
英
国
で
控
除
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
国
内
の
み
に
所
得
を
有
す
る
納
税
者
と
の
比
較
で
不
公
 
 
 



平
に
な
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
 
 
 

日
本
と
英
国
の
控
除
限
度
額
方
式
の
い
ず
れ
が
優
れ
て
い
る
か
は
分
析
の
観
点
に
拠
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

税
務
執
行
上
の
容
易
さ
、
納
税
者
の
計
算
の
簡
便
性
で
は
日
本
の
方
式
の
方
が
優
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
国
の
実
効
税
率
を
 
 

超
え
て
課
さ
れ
る
外
国
税
を
控
除
し
な
い
と
い
う
点
で
は
英
国
の
方
が
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
 
 

（
注
）
 
大
蔵
省
主
税
局
調
査
課
「
調
査
時
報
」
＜
○
ト
 
N
 
N
〇
．
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回
国
外
所
得
の
算
定
 
 
 

イ
、
所
得
源
泉
規
定
 
 
 

日
本
の
場
合
、
国
内
法
に
お
い
て
国
内
源
泉
所
得
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
（
法
一
三
八
、
所
法
一
六
一
）
。
国
内
源
泉
所
得
は
非
居
 
 

住
者
の
日
本
に
お
け
る
課
税
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
国
外
所
得
は
国
内
源
泉
所
得
の
反
対
概
念
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
る
。
な
お
、
租
税
条
約
に
異
な
る
定
め
が
あ
る
と
き
は
条
約
の
定
め
が
国
内
法
に
優
先
し
て
適
用
と
な
る
（
法
三
元
、
所
法
 
 

一
六
二
）
。
 
 
 

英
国
の
場
合
、
国
内
法
に
明
確
な
所
得
源
泉
規
定
が
な
く
外
国
税
額
控
除
に
お
け
る
国
外
所
得
の
算
定
の
た
め
に
、
第
一
に
租
税
条
約
 
 

に
よ
り
所
得
の
源
泉
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
 

し
か
し
な
が
ら
、
日
米
租
税
条
約
に
お
け
る
源
泉
規
定
の
よ
う
な
特
異
な
条
項
が
英
国
の
租
税
条
約
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
 
 

条
約
の
一
般
的
な
源
泉
規
定
の
み
で
実
務
上
問
題
が
生
じ
及
い
こ
と
が
疑
問
で
あ
る
。
英
国
は
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
が
所
得
に
 
 

課
さ
れ
る
英
国
の
実
効
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金
額
で
あ
り
、
控
除
余
裕
額
、
限
度
超
過
額
の
繰
越
し
の
制
度
も
な
い
た
め
に
、
納
 
 

税
者
に
と
っ
て
最
終
的
な
税
額
総
額
は
英
国
の
実
効
税
率
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
が
、
所
得
源
泉
規
定
が
明
確
で
な
け
れ
ば
、
納
税
者
に
と
 
 

二
五
 
 
 



二
六
 
 

っ
て
は
納
付
税
額
の
総
額
を
英
国
及
び
国
外
に
ど
う
分
け
て
支
払
う
か
と
い
う
操
作
す
る
余
地
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
 
 

ロ
、
共
通
費
用
の
配
賦
等
 
 
 

日
本
に
お
心
て
は
昭
和
五
八
年
の
税
制
改
正
及
び
第
五
次
基
本
通
達
の
改
正
に
よ
り
共
通
費
用
の
配
賦
、
負
債
利
子
の
配
賦
、
準
備
 
 

一
 
 
 

金
、
引
当
金
の
配
賦
等
が
詳
細
に
決
め
ら
れ
た
。
 
 
 

英
国
に
お
い
て
は
租
税
条
約
に
よ
り
共
通
費
用
の
配
賦
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
は
ぼ
O
E
C
D
モ
デ
ル
の
事
業
所
得
条
項
に
お
け
る
 
 

配
賦
基
準
が
使
用
さ
れ
る
。
（
注
）
そ
の
他
の
点
で
は
英
国
に
は
日
本
に
な
い
規
定
が
あ
る
。
基
本
的
に
は
納
税
者
を
有
利
に
す
る
た
め
の
 
 

措
置
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ピ
タ
ル
ア
ロ
ウ
ア
ン
ス
の
延
期
、
予
納
法
人
税
の
控
除
に
優
先
し
て
外
国
税
額
控
除
を
す
る
方
法
、
特
別
経
費
の
 
 

国
内
所
得
か
ら
の
優
先
的
控
除
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
）
 
D
a
＜
i
d
‥
p
・
C
i
t
こ
p
七
－
 
 

国
税
額
控
除
と
損
金
算
入
の
選
択
・
 
 
 

日
本
、
英
国
共
に
税
額
控
除
と
損
金
算
入
が
納
税
者
の
選
択
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
事
業
年
度
ご
と
に
そ
の
す
べ
 
 

て
の
外
国
観
に
つ
い
て
税
額
控
除
か
損
金
算
入
か
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
英
国
で
は
外
国
税
額
控
除
を
受
け
る
所
得
ご
と
に
い
 
 

ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と
 

日
本
の
場
合
、
当
該
選
択
が
所
得
税
額
控
除
の
取
扱
い
と
比
較
し
て
厳
し
す
ぎ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、
一
事
業
年
度
に
お
い
て
税
額
控
 
 

除
と
損
金
算
入
の
併
用
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
（
注
）
 
 

（
注
）
 
青
牟
田
 
勲
 
「
現
行
外
国
税
額
控
除
制
度
の
問
題
点
と
租
研
意
見
の
概
要
」
三
隅
 
日
本
租
税
研
究
協
会
第
三
二
回
大
会
記
録
 
 

伺
為
替
換
算
 
 
 



日
本
、
英
国
と
も
に
外
国
税
が
納
付
確
定
日
の
相
場
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
は
さ
ら
に
詳
細
に
基
本
通
達
に
規
定
 
 

さ
れ
て
い
る
。
両
国
の
相
異
点
は
外
国
法
人
税
が
減
額
さ
れ
た
と
き
、
日
本
は
減
額
の
あ
っ
た
日
の
啓
信
売
買
相
場
の
仲
値
に
よ
る
と
し
 
 

て
い
る
が
（
基
通
一
六
－
三
1
三
〇
）
、
英
国
の
場
合
に
ほ
当
初
納
付
時
点
の
為
替
相
場
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
 
 

の
地
方
税
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
 
 
 

日
本
に
お
い
て
は
地
方
税
に
お
い
て
も
道
府
県
民
税
、
市
町
村
民
税
か
ら
外
国
税
額
控
除
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
英
国
で
 
 

は
地
方
税
と
し
て
日
本
の
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
税
目
し
か
な
い
た
め
に
地
方
税
の
外
国
税
額
控
除
制
度
は
な
い
。
 
 

三
、
外
国
税
額
の
間
接
控
除
 
 
 

M
外
国
子
会
社
の
範
囲
 
 
 

外
国
税
額
控
除
の
間
接
控
除
は
外
国
子
会
社
か
ら
配
当
を
受
領
し
た
場
合
に
適
用
に
な
る
が
そ
の
外
国
子
会
社
の
要
件
に
つ
い
て
は
日
 
 

本
、
英
国
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

日
本
で
は
外
国
子
会
社
は
二
つ
の
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
六
九
、
令
一
四
六
）
。
 
 
 

イ
、
親
会
社
が
六
カ
月
以
上
引
き
続
い
て
発
行
済
も
し
く
ほ
議
決
権
株
式
の
二
五
％
以
上
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

ロ
、
事
業
目
的
を
持
た
な
い
外
国
法
人
、
租
税
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
外
国
に
本
店
等
を
設
け
た
外
国
法
人
で
．
な
い
こ
と
。
 
 
 

日
本
の
間
接
控
除
の
特
徴
は
親
会
社
が
二
五
％
以
上
の
株
式
を
所
有
し
て
い
か
子
会
社
ま
で
が
間
接
控
除
適
用
の
範
囲
で
あ
り
、
孫
会
 
 

社
以
下
に
つ
い
て
は
そ
の
範
囲
か
ら
除
外
し
て
い
る
。
・
ま
た
、
事
業
活
動
を
目
的
と
し
な
い
持
株
会
社
か
ら
の
配
当
に
つ
い
て
間
接
控
除
 
 

を
認
め
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
 

二
七
 
 
 



二
八
 
 
 

英
国
の
間
接
控
除
の
対
象
と
な
る
外
国
子
会
社
と
は
親
会
社
が
子
会
社
の
株
式
を
直
接
、
間
接
に
一
〇
％
以
上
所
有
す
る
こ
と
で
あ
 
 

る
。
仮
に
、
租
税
条
紆
に
そ
の
定
め
が
な
い
場
合
で
も
、
訂
内
法
に
よ
り
一
〇
％
の
株
式
所
有
要
件
の
み
で
間
接
控
除
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

し
た
が
っ
て
、
英
国
に
お
い
て
は
上
記
の
株
式
所
有
要
件
を
充
足
す
れ
ば
外
国
子
会
社
の
範
囲
に
つ
い
て
の
制
限
は
な
い
。
但
し
、
 
 

日
本
の
よ
う
に
持
株
会
社
等
の
制
限
は
な
く
、
そ
の
た
め
外
国
税
額
控
除
の
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
持
株
会
社
が
利
用
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 

囲
外
国
子
会
社
か
ら
の
配
当
の
範
囲
 
 
 

日
本
で
は
外
国
子
会
社
か
ら
の
配
当
の
う
ち
優
先
配
当
等
を
間
接
控
除
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
い
る
（
令
一
四
七
伺
三
）
。
 
 
 

英
国
で
は
租
税
条
約
に
よ
り
間
接
控
除
の
適
用
ヒ
な
る
配
当
に
つ
い
て
制
限
さ
れ
適
用
除
外
さ
れ
た
配
当
に
つ
い
て
国
内
法
に
よ
り
救
 
 

済
し
て
間
接
控
除
が
出
来
る
。
 
 

四
、
外
国
税
額
控
除
の
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 

日
本
は
外
国
税
顧
控
除
の
控
除
限
度
額
と
し
て
一
括
限
度
額
方
式
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
控
除
限
度
超
過
額
が
あ
る
場
合
は
低
税
率
 
 

国
で
課
税
を
受
け
る
よ
う
に
投
資
す
る
こ
と
で
日
本
の
納
付
税
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

英
国
の
場
合
は
、
国
外
の
高
税
率
国
と
低
税
率
国
の
所
得
、
税
額
を
通
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
英
国
の
租
税
軽
減
 
 

を
図
る
た
め
海
外
に
持
株
会
社
を
設
立
し
て
海
外
子
会
社
を
統
括
す
る
と
共
に
、
外
国
子
会
社
の
配
当
を
一
括
し
て
受
領
し
、
国
外
所
得
 
 

の
税
率
の
平
均
化
を
図
る
の
が
一
般
的
な
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
但
し
、
一
九
八
四
年
に
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
対
策
税
制
が
 
 

導
入
さ
れ
た
た
め
、
海
外
持
株
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
は
当
該
税
制
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
海
外
持
株
会
社
の
法
人
 
 
 



格
が
税
務
調
査
に
よ
り
否
認
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
 
 
 

実
際
に
ほ
多
く
の
企
業
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
株
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
は
一
定
条
件
の
下
で
持
株
会
社
の
法
人
税
を
免
税
に
 
 

す
る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
租
税
条
約
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
法
人
の
受
取
配
当
に
係
る
外
国
の
源
泉
所
得
税
が
軽
減
さ
 
 

れ
る
利
点
が
あ
る
。
 
 
 

訂
本
で
は
当
該
法
人
に
つ
い
て
は
外
国
子
会
社
に
該
当
し
な
い
た
め
、
当
該
法
人
か
ら
の
配
当
に
つ
い
て
は
間
接
控
除
の
適
用
は
出
来
 
 

な
い
 
（
令
一
四
六
－
二
）
。
 
 

五
、
ま
 
と
 
め
 
 

日
本
と
夷
国
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
の
比
較
、
検
討
を
通
じ
て
外
国
税
額
控
除
制
度
の
問
題
を
考
え
て
き
た
が
、
両
国
の
基
本
的
姿
勢
 
 

に
相
異
が
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
。
 
 
 

英
国
は
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
、
自
国
の
実
効
税
率
を
適
用
し
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
金
額
を
限
度
と
す
る
 
 

原
則
を
厳
格
に
守
り
そ
の
枠
内
で
納
税
者
の
有
利
尤
な
る
よ
う
に
運
用
し
て
い
る
。
社
会
経
済
的
背
景
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
こ
の
原
則
 
 

は
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
執
行
上
、
英
国
の
制
度
が
相
当
に
複
雑
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
日
本
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
は
戦
後
日
本
経
済
の
発
展
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
発
展
し
て
き
た
と
言
え
る
。
別
の
見
方
を
す
れ
 
 

ば
，
経
済
発
展
に
間
接
的
貢
献
を
果
た
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
時
々
の
状
況
に
応
じ
て
外
国
税
控
除
制
度
 

の
改
正
を
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
性
が
あ
り
、
執
行
上
の
簡
便
性
を
配
慮
し
て
き
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
 
 

る
。
 
 

二
九
 
 
 



第
五
章
 
米
国
外
国
税
額
控
除
制
度
 
 

「
 
米
国
の
一
・
九
八
大
年
税
制
改
正
の
経
緯
 
 

今
回
の
米
国
の
税
制
改
革
は
そ
の
思
い
切
っ
た
所
得
税
．
法
人
税
の
引
き
下
げ
各
種
の
控
除
．
優
遇
措
置
の
廃
止
、
縮
減
で
各
国
か
ら
 
 

注
目
を
集
め
て
い
る
。
 
 
 

本
改
正
に
先
立
っ
て
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
一
九
八
一
年
に
所
得
税
の
引
き
下
げ
、
減
価
償
却
の
耐
用
年
数
の
縮
減
（
A
C
R
S
）
等
を
 
 

盛
り
込
ん
だ
税
制
改
正
を
行
っ
た
が
、
米
国
の
財
政
赤
字
ほ
縮
少
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
納
税
者
の
な
か
に
税
法
に
お
け
る
優
遇
措
置
を
 
 

利
用
し
て
租
税
の
回
避
を
因
る
者
も
あ
り
、
納
税
者
間
の
不
公
平
が
拡
大
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
一
九
八
四
年
 
 

一
月
の
一
般
教
書
演
説
で
抜
本
的
税
制
改
革
に
つ
い
て
触
れ
、
八
四
年
末
迄
に
財
務
省
に
勧
告
案
の
提
出
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
 
 

か
に
し
た
。
 
 
 

三
〇
 
 
 

最
後
に
全
体
と
し
て
日
本
と
英
国
の
外
国
税
額
控
除
を
比
較
す
れ
ば
、
英
国
は
外
国
税
額
控
除
の
原
理
、
原
則
に
は
厳
格
で
あ
る
と
考
 
 

え
ら
れ
る
が
、
一
方
、
税
法
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
で
あ
る
英
国
法
人
の
外
国
持
株
会
社
の
利
用
に
対
す
る
税
制
上
の
対
策
が
な
い
点
に
最
大
 
 

の
問
題
が
あ
り
今
後
改
正
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
そ
れ
以
外
に
も
所
得
源
泉
規
定
が
明
確
で
な
い
こ
と
等
も
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
 
 

し
な
が
ら
、
ほ
ぼ
わ
が
国
と
同
規
模
の
外
国
税
額
控
除
の
利
用
状
況
に
あ
る
 

員
ノ
○
 
 



以
下
こ
の
改
革
の
変
遷
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

山
一
九
八
四
年
一
一
月
二
七
日
 
 
 

リ
ー
ガ
ン
財
務
長
官
が
大
統
領
に
対
し
「
公
平
、
簡
素
、
経
済
成
長
の
た
め
の
税
制
改
革
 
（
T
A
X
 
R
E
F
O
声
M
 
F
O
声
F
A
H
R
－
 
 

N
E
S
S
 
S
H
M
P
L
H
C
H
T
Y
〝
A
N
D
 
E
C
O
N
O
M
I
C
 
G
声
O
W
T
H
）
」
と
い
う
標
題
の
改
革
案
（
以
下
「
財
務
省
案
」
と
い
う
）
 
 

を
提
出
し
た
。
 
 
 

伺
一
九
八
五
年
五
月
二
八
日
 
 
 

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
全
米
に
向
け
て
の
テ
レ
ビ
放
送
を
通
じ
て
税
制
改
正
に
関
す
る
提
案
（
以
下
「
大
統
領
提
案
」
と
い
う
）
を
行
っ
 
 

た
。
こ
の
提
案
は
基
本
的
に
は
財
務
省
案
に
若
干
の
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
り
、
議
会
に
対
す
る
立
法
要
請
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
 
 

こ
の
提
案
を
受
け
て
議
会
が
動
き
出
し
た
。
（
注
1
）
 
 
 

伺
一
九
八
五
年
六
月
以
降
 
 
 

下
院
歳
入
委
員
会
に
お
い
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
一
二
月
三
日
に
下
院
歳
入
委
員
会
で
可
決
さ
れ
、
二
七
日
に
下
院
本
会
議
で
可
決
 
 

の
う
え
上
院
へ
送
ら
れ
た
。
（
注
2
）
 
 
 

囲
一
九
八
六
年
一
月
以
降
 
 

一
月
以
降
、
上
院
財
政
委
員
会
に
お
い
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
、
三
月
一
三
日
に
は
パ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
上
院
財
政
委
兵
長
の
財
政
改
革
案
 
が
出
さ
れ
た
。
（
注
 

3
）
そ
の
後
修
正
を
さ
れ
、
五
月
七
日
に
上
院
財
政
委
員
会
で
可
決
さ
れ
、
六
月
二
四
日
に
上
院
本
会
議
で
上
院
案
が
 
 

可
決
さ
れ
た
。
 
 
 

何
一
九
八
六
年
八
月
以
降
 
 

三
一
 
 
 



三
l
一
 
 
 

下
院
案
、
上
院
案
に
若
干
の
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
七
月
一
七
日
に
両
院
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
八
月
一
六
日
に
両
院
協
議
会
合
 
 

意
案
が
承
認
さ
れ
、
九
月
二
五
日
に
下
院
本
会
議
、
九
月
l
一
七
日
に
上
院
本
会
議
で
合
意
案
が
可
決
さ
れ
た
。
 
 
 

伺
一
九
八
六
年
一
〇
月
二
二
日
 
 
 

合
意
案
は
大
統
領
に
署
名
さ
れ
て
改
正
税
法
（
T
a
舛
声
e
f
O
r
m
A
c
t
 
O
f
－
慧
岩
）
と
し
て
成
立
し
た
。
（
注
4
）
 
 

二
、
米
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
概
要
 
 

米
国
の
一
九
八
六
年
改
正
前
の
外
国
税
額
控
除
制
虔
に
つ
い
て
こ
こ
で
簡
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
（
注
）
 
 
 

川
 
税
額
控
除
方
式
 
 
 

米
国
市
民
及
び
米
国
内
国
法
人
は
、
納
付
し
も
し
く
は
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
た
外
国
所
得
税
を
経
費
と
し
て
損
金
算
入
ま
た
は
米
国
 
 

連
邦
法
人
税
、
所
得
税
に
た
い
し
て
税
額
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
一
課
税
年
度
中
に
、
一
部
税
額
控
除
、
一
部
損
金
算
入
す
 
 

る
こ
と
ほ
で
き
な
い
。
 
 
 

紗
 
米
国
法
人
税
、
所
得
税
の
範
囲
 
 
 

外
国
税
額
控
除
は
納
付
す
べ
き
米
国
法
人
税
、
所
得
税
か
ら
の
税
額
控
除
で
あ
る
が
、
同
族
持
株
会
社
税
、
留
保
収
益
税
、
ミ
ニ
マ
ム
 
 

タ
ッ
ク
ス
等
は
上
記
米
国
の
法
人
税
尊
か
ら
は
除
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

′＼．‾ヽ ．′‾ヽ ．′■■ヽ  

注注 習三注  
4 3 2 1  

＼－ノ ＼ノ  ＼＿ノ ＼＿■  

c
f
．
「
米
国
大
統
領
の
公
平
、
成
長
及
び
簡
素
化
を
め
ざ
し
た
税
制
改
革
提
案
」
は
し
が
き
（
日
本
観
税
研
究
協
会
一
九
八
五
年
五
月
）
 
 

c
f
．
「
諸
外
国
に
お
け
る
最
近
の
税
制
改
革
の
動
向
」
古
谷
一
之
 
P
2
（
財
政
金
融
統
計
月
報
 
四
〇
九
）
 
 

前
掲
書
 
p
5
 
 

増
u
b
〓
c
【
a
w
票
丁
ム
ー
料
 
 



は
 
対
象
と
な
る
外
国
税
 
 
 

原
則
と
し
て
外
国
の
法
人
税
、
所
得
税
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
税
に
代
わ
っ
て
課
さ
れ
る
代
替
税
も
外
国
税
額
控
除
の
対
象
と
な
る
。
 
 
 

伺
 
控
除
限
度
額
 
 
 

控
除
限
度
額
の
方
式
は
一
括
限
度
額
方
式
で
あ
る
。
但
し
、
特
定
の
所
得
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
ご
と
に
控
除
限
度
額
を
算
定
 
 

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

イ
 
利
子
所
得
 
 
 

利
子
所
得
の
控
除
限
度
額
の
計
算
に
お
い
て
利
子
所
得
か
ら
除
か
れ
る
特
定
の
利
子
と
は
、
外
国
の
事
業
に
関
連
す
る
取
引
か
ら
発
生
 
 

す
る
利
子
、
銀
行
業
尊
か
ら
生
ず
る
利
子
、
一
〇
％
以
上
株
式
を
所
有
す
る
子
会
社
か
ら
の
利
子
等
で
あ
る
。
一
九
八
四
年
七
月
一
八
日
 
 

以
降
特
定
支
払
法
人
（
d
e
s
i
g
n
a
t
e
d
 
p
a
y
O
r
 
C
O
r
P
O
r
a
t
i
呂
、
）
 
か
ら
受
け
取
っ
た
配
当
、
利
子
は
、
当
該
所
得
の
合
計
額
が
課
税
年
度
 
 

に
お
け
る
特
定
支
払
法
人
の
分
離
制
限
利
子
（
s
e
p
a
r
a
t
e
【
i
m
i
t
a
t
i
O
n
 
i
n
t
e
r
e
s
t
）
を
超
過
し
な
い
範
囲
で
利
子
所
得
と
し
て
扱
わ
れ
 
 

る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

ロ
 
米
国
国
際
販
売
会
社
（
D
I
S
C
）
 
 
 

D
I
S
C
か
ら
の
配
当
が
、
米
国
源
泉
所
得
を
除
く
適
格
輸
出
所
得
を
原
資
と
し
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
当
該
配
当
は
外
国
源
泉
所
 
 
 

得
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
株
主
は
当
該
受
取
配
当
に
つ
い
て
間
接
税
額
控
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
控
除
限
度
額
は
分
離
控
除
 
 
 

限
度
額
で
あ
り
、
一
括
限
度
額
方
式
で
あ
る
。
 
 
 

ハ
 
外
国
販
売
法
人
（
F
S
C
）
 
 

F
S
C
の
つ
ぎ
の
所
得
に
つ
い
て
も
分
離
控
除
限
度
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
 
 

三
三
 
 
 



三
四
 
 

S
 
外
国
貿
易
所
得
と
な
る
課
税
所
得
 
 

伺
 
外
国
貿
易
所
得
を
源
泉
ど
す
る
F
S
C
か
ら
の
分
配
。
 
 
 

ニ
 
外
国
石
油
、
ガ
ス
所
得
 
 

当
該
所
得
に
係
る
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
、
分
離
控
除
限
度
額
が
あ
る
。
 
 
 

囚
 
米
国
所
有
外
国
法
人
の
源
泉
規
定
 
 
 

国
外
所
得
に
つ
い
て
内
国
歳
入
法
八
六
二
条
に
規
定
が
あ
る
。
一
九
八
四
年
七
月
一
八
日
以
降
、
当
該
法
人
に
お
い
て
発
生
し
た
一
定
 
 

の
金
額
は
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
計
算
上
、
当
該
法
人
の
米
国
源
泉
所
得
に
帰
す
る
範
囲
で
以
下
の
所
得
の
金
額
を
米
国
源
 
 

泉
所
得
と
し
て
扱
う
。
 
 
 

イ
 
利
子
 
 
 

口
 
配
当
 
 
 

ハ
 
サ
ブ
パ
ー
ト
F
所
得
 
 
 

二
 
外
国
同
族
持
株
会
社
所
得
 
 
 

こ
の
米
国
所
有
外
国
法
人
と
は
、
株
式
の
五
〇
％
ま
た
は
株
式
の
価
値
の
五
〇
％
以
上
が
米
国
人
に
所
有
さ
れ
て
い
る
外
国
法
人
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

伺
 
国
外
損
失
の
取
り
扱
い
 
 
 

国
外
損
失
は
米
国
源
泉
所
得
と
通
算
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
l
ぁ
る
課
税
年
度
に
生
じ
た
国
外
所
得
通
算
彼
の
国
外
損
 
 

失
ほ
、
そ
の
発
生
年
度
に
お
い
て
は
米
国
源
泉
所
得
と
通
算
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
課
税
年
度
に
お
い
て
一
定
の
国
外
源
泉
所
得
を
国
内
源
 
 
 



泉
所
得
と
み
な
す
こ
と
で
外
国
税
額
控
除
が
制
限
さ
れ
、
国
外
損
失
が
取
り
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
r
e
c
a
p
t
u
r
e
r
u
訂
）
。
 
 
 

S
 
間
接
税
額
控
除
 
 
 

米
国
法
人
が
そ
の
議
決
権
株
式
の
一
〇
％
以
上
を
所
有
す
る
外
国
法
人
か
ら
受
領
す
る
配
当
に
つ
い
て
は
、
当
該
配
当
に
係
る
外
国
法
 
 

人
税
に
つ
い
て
税
額
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

伺
 
限
度
超
過
額
の
取
り
扱
い
 
 
 

限
度
超
過
額
の
直
前
二
課
税
年
度
へ
の
繰
戻
し
、
五
課
税
年
度
へ
の
繰
越
し
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

（
注
）
 
c
f
∴
。
d
S
 
M
a
箆
m
r
 
T
a
舛
G
u
i
d
e
－
慧
㌫
。
］
？
芸
呑
－
ふ
曾
 
 

三
、
外
野
税
額
控
除
に
関
す
る
タ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 
 

米
国
に
お
い
て
外
国
税
額
控
除
を
最
大
限
に
利
用
す
る
た
．
め
に
実
務
上
ど
の
よ
う
な
方
法
が
採
ら
れ
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
こ
こ
 
 

（
注
）
 
 

で
一
つ
の
論
文
を
手
掛
か
り
に
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。
 
 
 

こ
の
論
文
の
テ
ー
マ
は
「
外
国
税
額
控
除
の
最
大
限
の
利
用
」
と
い
う
こ
と
で
、
国
外
源
泉
所
得
を
増
大
さ
せ
る
方
法
を
説
明
し
て
い
 
 

る
。
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

U
 
無
税
の
国
外
源
泉
所
得
を
増
加
さ
せ
る
。
 
 
 

伺
 
経
費
を
米
国
源
泉
所
得
に
配
分
す
る
こ
と
で
国
外
源
泉
所
得
を
増
加
さ
せ
る
。
 
 
 

伺
 
動
産
の
販
売
は
そ
の
所
有
権
の
移
転
を
国
外
で
行
う
こ
と
で
そ
の
利
益
を
国
外
源
泉
所
得
と
す
る
。
 
 
 

川
 
前
記
の
動
産
の
販
売
を
無
税
の
国
で
行
う
。
 
 

三
五
 
 
 



三
六
 
 
 

国
 
子
会
社
に
資
金
を
提
供
し
て
子
会
社
で
当
該
資
金
を
事
業
と
し
て
使
用
す
る
よ
う
に
運
用
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
当
該
運
用
か
 
 

ら
生
ず
る
利
子
に
つ
い
て
は
特
定
の
利
子
と
し
て
分
離
し
て
外
国
税
額
控
除
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
控
除
限
度
額
が
包
括
的
に
計
算
 
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
有
利
と
な
る
。
 
 
 

伺
 
特
定
外
国
子
会
社
の
所
得
と
し
て
認
識
さ
．
れ
た
所
得
は
国
外
源
泉
所
得
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
方
法
を
利
用
す
る
。
 
 
 

以
上
の
よ
う
に
、
こ
の
論
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
別
に
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
現
行
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
下
で
、
 
 

動
産
の
販
売
地
を
操
作
し
所
得
の
源
泉
地
を
操
作
す
る
こ
と
で
最
大
限
に
外
国
税
額
控
除
を
利
用
し
ょ
う
と
い
う
意
図
は
明
白
で
あ
る
。
 
 

こ
こ
に
紹
介
し
た
の
ほ
ほ
ん
の
一
例
で
あ
る
が
、
大
統
領
提
案
の
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
制
度
の
乱
用
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
 
 

う
。
こ
の
制
度
の
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
大
統
領
提
案
で
は
か
な
り
厳
し
い
外
国
税
控
除
制
度
の
整
備
が
行
わ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
 
 

と
が
で
き
る
。
 
 
 

（
注
）
 
E
d
w
a
r
d
 
A
声
○
〓
±
川
三
M
i
n
i
m
i
N
i
n
g
 
a
n
d
已
t
i
〓
N
i
n
g
句
O
r
e
i
讐
T
a
記
㌔
T
F
i
r
t
川
e
n
t
h
 
A
n
n
忘
－
H
n
s
t
i
t
u
t
川
O
n
 
H
n
t
－
1
T
a
監
t
i
O
n
 
 

（
憎
L
－
）
 
 

四
、
米
国
税
制
改
革
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
条
項
の
変
遷
 
 
 

一
九
八
四
年
一
一
月
の
財
務
省
案
及
び
一
九
八
五
年
五
月
の
大
統
領
提
案
の
段
階
で
は
、
現
行
法
に
お
け
る
控
除
限
度
額
を
一
括
限
度
 
 

額
方
式
に
改
正
す
る
と
と
も
に
所
得
の
源
泉
規
定
も
伴
せ
て
改
正
す
る
と
い
う
大
胆
な
提
案
を
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
提
案
を
受
け
て
、
下
院
の
歳
入
委
員
会
と
上
院
の
財
政
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
は
租
税
合
同
委
明
会
 
（
J
O
i
n
t
 
C
O
m
m
i
t
t
e
e
 
O
n
 
 

T
a
欝
t
i
O
n
）
を
設
立
し
て
、
現
行
法
、
財
務
省
案
、
大
統
領
提
案
を
検
討
し
て
一
九
八
五
年
七
月
一
八
日
に
小
冊
子
を
作
成
し
発
行
 
 
 



（
注
）
 
 

し
た
。
こ
の
合
同
委
具
合
の
目
的
は
一
定
の
見
解
を
明
示
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
以
後
開
始
さ
れ
る
上
院
、
下
院
の
審
議
の
資
料
を
作
成
 
 

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 
 

下
院
の
歳
入
委
員
会
で
は
、
一
九
八
五
年
六
月
以
降
公
聴
会
が
開
か
れ
た
が
、
国
別
限
度
額
方
式
へ
の
改
正
に
ほ
反
対
が
続
出
し
た
こ
 
 

と
も
あ
っ
て
同
年
一
二
月
の
下
院
案
で
は
現
行
ど
お
り
一
括
限
度
方
式
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
但
し
、
従
来
の
一
括
限
度
額
 
 

方
式
に
戻
す
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
資
産
所
得
を
中
心
に
所
得
別
に
独
立
し
た
控
除
限
度
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
現
行
法
 
 

に
お
い
て
補
完
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
分
離
限
度
額
方
式
の
考
え
か
た
．
を
下
院
案
に
お
い
て
新
し
い
概
念
と
し
て
採
用
し
、
下
院
案
以
 
 

後
、
上
院
案
、
改
正
法
と
こ
の
考
え
か
た
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
控
除
限
度
額
を
め
ぐ
る
議
論
が
今
回
の
外
国
税
額
控
除
制
 
 

度
改
正
の
最
大
の
問
題
点
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
今
回
の
米
国
の
税
制
改
革
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
条
項
に
つ
い
て
は
、
大
統
領
提
案
、
一
九
八
五
年
七
月
の
 
 

租
税
合
同
委
員
会
の
意
見
、
改
正
法
案
の
三
つ
の
内
容
の
推
移
を
検
討
す
る
こ
と
が
焦
点
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

（
注
）
一
↓
a
舛
R
e
f
。
r
m
守
O
p
O
s
a
【
‥
T
a
誓
t
i
。
n
。
f
『
。
r
e
i
習
H
n
c
。
ト
n
e
a
n
d
冒
r
e
i
g
n
 
T
a
壱
a
y
e
r
∽
。
（
l
O
i
n
t
C
O
m
m
i
t
t
諾
O
n
 
T
a
琵
t
i
O
n
）
 
 

－
り
0
0
∽
．
↓
．
－
0
0
 
 

五
、
大
統
領
提
案
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
規
定
の
要
旨
 
 
 

日
 
米
国
税
法
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
規
定
の
変
遷
 
 
 

大
統
領
提
案
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
米
国
税
法
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
こ
と
 
 

に
す
る
。
 
 

三
七
 
 
 



三
八
 
 
 

イ
 
外
国
税
額
控
除
制
度
の
創
設
 
 
 

一
九
一
八
年
に
米
国
市
民
及
び
米
国
法
人
等
に
対
し
て
、
米
国
に
お
い
て
国
外
所
得
を
含
め
た
全
世
界
所
得
に
課
税
す
る
こ
と
を
決
 
 
 

定
す
る
と
同
時
に
、
米
国
の
納
税
者
を
二
重
課
税
か
ら
救
済
す
る
た
め
に
外
国
税
額
控
除
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
 
 
 

ロ
 
一
九
二
一
年
～
一
九
三
二
年
 
 
 

一
括
限
度
額
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
た
（
一
九
一
八
年
の
制
度
創
設
時
に
は
控
除
限
度
額
は
設
定
さ
れ
な
か
っ
た
）
。
 
 
 

ハ
 
一
九
三
二
年
～
一
九
五
四
年
 
 

控
除
限
度
額
は
一
括
限
度
額
方
式
及
び
国
別
限
度
額
方
式
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額
と
さ
れ
た
8
 
 

ニ
一
九
五
四
年
 
 

国
別
限
度
額
方
式
の
み
を
控
除
限
度
額
と
す
る
法
改
正
が
あ
っ
た
。
 
 
 

ホ
一
九
六
〇
年
～
一
九
七
五
年
 
 
 

一
括
限
度
額
方
式
と
国
別
限
度
額
方
式
の
選
択
で
あ
っ
た
。
 
 
 

へ
 
一
九
七
六
年
以
降
 
 
 

一
括
限
度
額
方
式
の
み
が
認
め
ら
れ
た
バ
 
 

伺
 
大
統
領
提
案
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
制
度
の
改
正
 
 
 

イ
 
控
除
限
度
額
算
定
方
式
の
改
正
 
 
 

従
来
の
一
括
限
度
額
方
式
は
高
税
率
国
に
お
い
て
課
税
を
受
け
た
控
除
限
度
超
過
額
の
生
じ
た
納
税
者
に
と
っ
て
控
除
限
度
額
を
十
 
 

分
に
利
用
す
る
た
め
に
低
税
率
国
へ
の
投
資
が
促
進
さ
れ
る
た
め
、
国
別
限
度
額
方
式
に
変
更
さ
れ
た
。
 
 
 



S
 
直
接
税
額
控
除
 
 
 

所
得
に
つ
い
て
国
別
に
計
算
す
る
。
経
費
に
つ
い
て
は
国
別
に
配
賦
す
る
た
め
に
資
産
基
準
以
外
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
 
 
 

て
い
る
。
ま
た
、
赤
字
欠
損
国
の
取
扱
い
と
し
て
は
れ
米
国
を
含
む
全
て
の
所
得
の
黒
字
国
へ
所
得
を
基
準
と
し
て
比
例
配
分
す
る
。
 
 
 

㈹
 
間
接
税
額
控
除
 
 
 

配
当
支
払
法
人
が
そ
の
所
在
地
国
を
配
当
の
源
泉
地
国
と
す
る
と
持
株
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で
源
泉
地
が
操
作
さ
れ
る
こ
と
か
 
 
 

ら
も
、
複
数
の
所
得
源
泉
か
ら
の
配
当
に
つ
い
て
は
所
得
基
準
に
よ
り
配
当
の
源
泉
地
を
決
定
す
る
。
 
 
 

㈹
 
現
行
法
の
利
子
、
特
定
の
配
当
等
に
つ
い
て
他
の
所
得
と
は
別
に
分
離
し
て
控
除
限
度
額
を
設
定
す
る
方
式
は
存
続
と
し
た
。
 
 

ロ
 
限
度
超
過
額
の
繰
越
し
の
期
間
延
長
 
 
 

現
行
法
の
限
度
超
過
額
の
5
年
繰
越
し
を
一
〇
年
に
延
長
し
て
い
る
。
当
該
制
度
の
繰
戻
し
に
つ
い
て
は
現
行
ど
お
り
二
年
の
ま
ま
 
 

で
あ
る
。
こ
れ
は
．
国
別
限
度
額
方
式
を
採
用
し
た
た
め
に
、
控
除
限
度
額
と
外
国
観
の
納
付
時
期
の
不
一
致
が
増
大
す
る
こ
と
に
対
処
 
 

す
る
た
め
の
改
正
で
あ
る
。
 
 

ハ
 
外
国
税
の
損
金
算
入
 
 

外
国
観
の
損
金
算
入
を
国
別
に
選
択
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
 
 

ニ
所
得
、
費
用
の
源
泉
規
定
の
改
正
 
 
 

動
産
の
購
入
、
販
売
か
ら
の
所
得
の
源
泉
地
、
無
形
資
産
の
譲
渡
の
源
泉
地
に
つ
い
て
は
、
現
行
法
で
は
所
有
権
の
移
転
地
を
源
泉
 
 

地
と
し
て
い
る
が
、
大
統
領
提
案
に
お
い
て
は
、
動
産
の
販
売
に
つ
い
て
は
当
該
動
産
の
販
売
し
た
者
の
居
住
地
国
を
原
則
と
し
て
源
 
 

泉
地
に
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
無
形
資
産
に
つ
い
て
も
、
そ
の
源
泉
地
を
当
該
資
産
の
使
用
地
と
す
る
こ
と
で
統
一
し
た
。
こ
れ
 
 

三
九
 
 
 



四
〇
 
 
 

は
所
得
源
泉
地
を
所
有
移
転
地
し
て
い
る
現
行
法
が
納
税
者
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
や
す
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
控
除
限
度
額
と
し
て
 
 
 

国
別
限
度
額
方
式
を
導
入
し
た
た
め
に
、
簡
明
な
源
泉
規
定
が
求
め
ら
れ
た
た
め
で
も
あ
る
。
 
 
 

ホ
 
大
統
領
提
案
の
税
収
効
果
 
 
 

外
国
税
額
控
除
に
お
け
る
国
別
限
度
額
方
式
等
に
よ
る
税
収
の
増
加
額
ほ
一
九
八
七
年
度
の
見
込
額
が
二
五
億
ド
ル
（
約
三
七
五
〇
億
 
 
 

円
・
一
ド
ル
一
五
〇
円
換
算
）
、
源
泉
規
定
の
改
正
で
は
、
一
九
八
七
年
度
九
億
ド
ル
 
（
約
一
三
五
〇
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

六
、
租
税
合
同
委
員
会
資
料
の
検
討
 
 

大
統
領
提
案
を
受
け
て
、
議
会
で
は
下
院
の
歳
入
委
員
会
と
上
院
の
財
政
委
員
会
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
議
会
審
議
の
資
料
と
す
る
た
め
 
 

に
検
討
資
料
が
作
成
さ
れ
た
（
以
下
「
検
討
会
資
料
」
と
い
う
）
。
（
注
1
）
 
 

一
連
の
検
討
の
な
か
に
「
外
国
所
得
及
び
外
国
人
の
課
税
」
と
い
う
小
冊
子
が
作
成
さ
れ
、
こ
こ
で
外
国
税
額
控
除
に
つ
い
て
も
検
討
 
 

が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
検
討
会
に
お
け
る
基
本
的
姿
勢
は
一
定
の
方
針
を
こ
の
検
討
会
で
決
定
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
客
観
的
に
各
種
 
 

の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
米
国
の
税
制
改
革
を
つ
う
じ
て
こ
の
検
討
会
資
料
の
理
論
的
分
析
の
与
 
 

え
た
影
響
は
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
下
院
案
、
上
院
案
、
改
正
案
の
理
論
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
し
て
検
討
会
 
 

資
料
が
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
回
の
米
国
税
制
改
革
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
規
定
の
変
遷
の
事
実
経
過
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
h
「
財
務
省
案
」
、
「
大
統
領
提
案
」
 
 

に
よ
り
示
さ
れ
た
「
国
別
限
度
額
方
式
」
に
反
対
す
る
意
見
が
各
方
面
か
ら
出
さ
れ
た
。
米
国
で
は
過
去
に
お
い
て
一
括
限
度
額
方
式
か
 
 

ら
国
別
限
度
額
方
式
へ
さ
ら
竺
括
限
度
額
方
式
へ
と
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
改
正
さ
れ
て
い
る
た
め
、
控
除
限
度
額
 
 
 



に
関
す
る
議
論
は
何
回
も
行
わ
れ
て
い
る
。
「
財
務
省
案
」
及
び
「
大
統
領
提
案
」
の
い
ず
れ
も
過
去
の
議
論
を
踏
ま
え
て
の
提
案
で
あ
 
 

る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
案
の
作
成
者
は
当
然
批
判
を
受
け
る
こ
と
を
含
ん
で
当
該
案
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
 
 

は
、
現
行
の
外
国
税
額
控
除
制
度
が
本
来
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
乱
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
対
抗
策
と
し
て
国
別
限
度
額
 
 

方
式
が
最
良
で
あ
る
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
米
国
の
外
国
税
額
控
除
規
定
の
変
遷
を
見
て
も
、
控
除
限
度
額
に
つ
 
 

い
て
は
原
則
と
し
て
一
括
限
度
額
方
式
と
し
な
が
ら
も
、
特
定
の
利
子
、
配
当
に
対
し
て
分
離
し
て
控
除
限
度
額
を
設
け
る
方
式
を
逐
次
 
 

創
設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
制
度
の
乱
用
に
立
法
者
が
苦
慮
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
検
討
会
資
料
に
お
い
て
は
、
四
つ
の
控
除
限
度
額
の
概
念
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

取
引
別
限
度
額
方
式
（
p
e
r
 
i
t
e
m
－
i
m
i
t
a
t
i
O
n
）
 
 
 

一
括
限
度
額
方
式
（
○
く
e
r
a
u
－
i
m
i
t
a
t
i
O
n
）
 
 
 

国
別
限
度
額
方
式
（
p
e
r
 
c
O
u
n
t
r
y
－
i
m
i
t
a
t
i
O
n
）
 
 
 

分
離
限
度
額
方
式
（
s
e
p
a
r
a
t
e
－
i
m
i
t
a
t
i
O
n
）
 
 
 

川
 
検
討
 
 
 

イ
 
取
引
別
限
度
額
方
式
 
 
 

以
上
の
四
つ
の
方
式
の
う
ち
、
取
引
別
限
度
額
方
式
は
英
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
で
採
用
さ
れ
て
い
る
方
式
で
あ
る
が
、
当
該
方
式
 
 

は
取
引
ご
と
に
居
住
地
国
の
実
効
税
率
相
当
額
を
控
除
限
度
額
と
す
る
こ
と
か
ら
、
所
得
の
源
泉
地
に
お
け
る
課
税
と
居
住
地
国
の
課
税
 
 

に
よ
り
二
重
課
税
が
生
じ
た
場
合
に
、
居
住
地
国
で
二
重
課
税
を
排
除
す
る
と
い
う
外
国
税
額
控
除
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
一
括
限
度
額
方
 
 

式
ま
た
は
国
別
限
度
額
方
式
の
方
が
取
引
限
度
額
方
式
よ
り
も
適
正
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
取
引
別
限
度
額
方
式
は
管
理
上
問
題
 
 

四
一
 
 
 



四
二
 
 

点
が
多
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
引
別
限
度
額
方
式
は
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
と
し
て
最
も
厳
し
い
方
式
で
あ
 
 

り
、
国
際
的
二
重
課
税
の
排
除
の
考
え
か
た
と
し
て
は
優
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
検
討
会
資
料
の
分
析
に
 
 

は
同
意
し
か
ね
る
も
の
が
あ
る
。
但
し
、
管
理
上
問
題
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

ロ
 
国
別
限
度
額
方
式
と
一
括
限
度
額
方
式
 
 
 

大
統
領
提
案
に
お
い
て
は
、
控
除
限
度
額
を
国
別
限
度
額
方
式
に
改
正
す
る
が
、
現
行
法
に
お
け
る
特
定
の
所
得
に
つ
い
て
は
分
離
し
 
 

て
控
除
限
度
額
を
設
け
る
制
度
を
存
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 
 

検
討
会
資
料
で
は
、
大
統
領
提
案
に
対
す
る
賛
成
、
反
対
の
両
論
を
併
記
し
て
い
る
が
、
結
論
と
し
て
は
両
者
の
意
見
は
平
行
線
を
た
 
 

ど
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
大
統
領
提
案
で
は
所
得
と
外
国
税
の
平
均
化
の
た
め
に
控
除
限
度
超
過
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ
る
企
業
は
低
税
率
 
 

国
に
投
資
す
る
こ
と
で
外
国
税
の
平
均
化
を
因
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
・
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
者
は
、
投
資
を
決
定
す
る
要
因
と
 
 

し
て
、
労
働
者
の
賃
金
、
市
場
へ
の
距
離
、
運
送
費
、
為
替
、
関
税
等
が
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
税
金
は
重
要
で
は
な
い
と
の
見
解
で
あ
 
 

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
大
統
領
提
案
支
持
の
意
見
は
投
資
に
お
い
て
は
税
は
重
要
な
意
志
決
定
の
要
素
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
 
 
 

ハ
 
分
離
限
度
額
方
式
 
 
 

こ
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
利
子
、
配
当
、
賃
貸
料
、
飯
用
料
等
の
資
産
所
得
（
P
a
s
s
i
＜
e
 
H
n
c
O
m
e
）
及
び
軽
課
税
国
に
対
す
る
分
離
 
 

限
度
額
方
式
を
検
討
会
資
料
は
分
析
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
方
式
は
現
行
法
に
お
い
て
既
に
導
入
さ
れ
、
控
除
限
度
額
の
一
括
限
度
額
方
式
に
限
定
を
付
す
機
能
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
よ
 
 

う
。
こ
の
方
式
が
導
入
さ
れ
た
背
景
と
し
て
■
、
例
え
ば
利
子
の
場
合
、
国
内
の
預
金
を
海
外
に
移
す
こ
と
で
所
得
源
泉
を
変
え
る
こ
と
が
 
 

容
易
で
あ
る
こ
と
。
第
二
は
低
税
率
課
税
の
国
外
利
子
所
得
を
得
る
た
め
の
投
資
を
行
い
国
外
所
得
の
税
率
の
平
均
化
を
図
れ
る
か
ら
で
 
 
 



あ
る
。
そ
の
た
め
に
米
国
の
外
国
税
額
蛭
除
規
定
は
こ
の
特
定
所
得
に
対
し
て
分
離
限
度
額
方
式
の
採
用
を
拡
大
し
て
き
た
経
緯
が
あ
 
 

る
。
 
 
 

こ
の
検
討
会
資
料
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
ほ
、
国
別
限
度
額
方
式
に
代
え
て
資
産
所
得
に
対
す
る
分
離
限
度
額
方
式
が
資
産
所
 
 

得
の
平
均
化
を
制
限
す
る
有
力
な
方
法
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
注
2
）
 
 
 

当
該
資
料
で
は
、
当
該
分
離
限
度
額
方
式
が
国
別
限
度
額
方
式
よ
り
優
れ
て
い
る
点
と
し
て
二
点
あ
げ
て
い
る
。
 
 
 

第
一
は
、
一
括
限
度
額
方
式
が
存
続
す
る
の
で
国
別
限
度
額
方
式
の
煩
雑
さ
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
分
離
限
度
額
方
式
で
 
 

は
所
得
の
源
泉
に
つ
い
て
国
内
と
国
外
に
分
け
れ
ば
よ
く
、
国
別
限
度
額
方
式
の
よ
う
に
国
別
に
所
得
源
泉
を
分
け
る
必
要
が
な
い
か
 
 

ら
で
あ
る
。
 
 
 

第
二
は
、
分
離
限
度
額
方
式
は
資
産
所
得
に
つ
い
て
集
中
的
に
管
理
す
る
た
め
に
国
別
限
度
額
方
式
に
比
べ
て
平
均
化
の
乱
用
を
防
 
 

止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
国
別
限
度
額
方
式
は
事
業
等
か
ら
の
所
得
に
つ
い
て
は
厳
格
な
管
理
が
可
能
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
 
 

所
得
に
つ
い
て
は
資
産
所
得
と
比
べ
て
所
得
源
泉
の
操
作
が
出
来
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
一
方
、
資
産
所
得
は
所
得
源
泉
に
つ
い
て
操
 
 

作
し
や
す
い
た
め
独
自
に
管
理
し
た
方
が
控
除
限
度
額
の
乱
用
防
止
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ま
た
、
資
産
所
得
分
離
限
度
額
方
式
の
欠
点
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
の
定
義
に
問
題
が
あ
る
。
第
二
に
、
当
該
方
式
は
外
国
 
 

子
会
社
か
ら
の
配
当
支
払
い
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
 
 
 

軽
課
税
国
に
対
す
る
分
離
限
度
額
方
式
は
、
外
国
の
軽
課
税
国
に
お
け
る
所
得
に
た
い
し
て
分
離
し
て
限
度
額
を
設
定
す
る
方
式
で
 
 

あ
る
た
め
に
、
資
産
所
得
に
お
け
る
分
離
限
度
額
方
式
の
よ
う
に
所
得
の
定
義
等
の
問
題
は
生
じ
な
い
が
、
外
国
税
制
の
改
正
に
注
目
 
 

し
て
常
に
軽
課
税
国
の
分
摂
す
る
こ
と
が
煩
雑
で
あ
る
。
 
 

四
三
 
 
 



四
四
 
 
 

囲
 
検
討
会
資
料
の
影
響
 
 
 

最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
該
資
料
は
そ
の
所
見
と
し
て
結
論
を
提
示
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
事
項
 
 

は
下
院
案
、
上
院
案
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

そ
れ
は
、
従
来
の
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
に
つ
い
て
、
一
括
限
度
額
方
式
と
国
別
限
度
額
方
式
の
対
立
と
い
う
考
え
か
た
で
あ
 
 

っ
た
が
、
こ
の
対
立
を
止
揚
す
る
概
念
と
し
て
資
産
所
得
を
中
心
に
し
た
所
得
別
限
度
額
方
式
（
B
a
s
k
e
t
s
A
p
p
r
O
a
C
h
）
の
概
念
を
拡
大
 
 

定
着
さ
せ
た
こ
と
で
あ
る
用
現
行
法
で
は
一
括
限
度
額
方
式
に
限
度
を
付
す
意
味
で
利
子
等
の
特
定
所
得
に
た
い
し
て
分
離
限
度
額
方
式
 
 

に
限
定
を
付
す
意
味
で
利
子
等
の
特
定
所
得
に
た
い
し
て
分
離
限
度
額
方
式
を
規
定
し
て
い
る
が
、
改
正
法
で
は
一
〇
の
分
離
限
度
額
を
 
 

設
け
て
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
に
対
し
て
新
し
い
方
式
に
変
更
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
改
正
法
の
出
発
 
 

点
と
な
っ
た
の
が
こ
の
検
討
会
資
料
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
改
正
法
の
説
明
の
箇
所
で
再
度
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 

（
注
1
）
 
c
f
．
．
t
T
a
鐘
声
n
f
O
H
m
守
O
p
O
S
a
－
。
‥
O
p
．
C
i
t
こ
 
 

（
注
2
）
 
i
b
i
d
こ
増
…
岩
 
 

七
、
公
聴
会
に
お
け
る
大
統
領
提
案
に
対
す
る
反
論
 
 

大
統
領
提
案
の
立
法
化
の
過
程
で
下
院
、
上
院
共
に
公
聴
会
を
開
き
各
界
有
識
者
の
意
見
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
一
九
八
五
年
 
 

一
〇
月
二
日
の
公
聴
会
ほ
税
制
改
正
に
伴
う
米
国
企
業
の
海
外
取
引
へ
の
影
響
を
議
題
と
し
て
一
〇
人
の
証
人
か
ら
意
見
を
聞
い
て
い
 
 

る
。
外
国
税
額
控
除
の
改
正
に
対
す
る
意
見
は
い
ず
れ
も
大
統
領
提
案
に
反
対
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
代
表
的
意
見
と
し
 
 

（
注
1
）
 
 

て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
 
フ
ォ
ロ
ー
ド
氏
の
見
解
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 



フ
ォ
ロ
ー
ド
氏
の
発
言
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

り
 
国
別
限
度
額
方
式
は
実
際
の
経
済
実
体
か
ら
介
離
し
て
い
る
。
実
際
の
事
業
は
一
つ
の
活
動
が
全
世
界
、
ま
た
は
一
定
地
域
の
範
 
 

囲
で
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
米
国
と
フ
ラ
ン
ス
で
部
品
を
生
産
し
、
ベ
ル
ギ
ー
に
保
管
し
て
ド
イ
ツ
で
組
立
て
と
い
う
例
も
あ
 
 
 

る
。
し
た
が
っ
て
、
全
世
界
ま
た
ほ
一
定
地
域
の
税
を
対
象
と
し
て
二
重
課
税
の
排
除
が
適
切
で
あ
る
。
 
 

伺
－
改
正
に
よ
り
米
国
企
業
の
海
外
競
争
力
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
日
本
を
は
じ
め
他
の
競
争
国
は
い
ず
れ
も
ー
括
限
度
額
方
式
 
 
 

を
採
用
し
て
い
る
。
 
 

回
 
国
別
限
度
額
方
式
は
米
国
企
業
に
新
た
な
費
用
負
担
、
た
と
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
使
用
時
間
の
増
大
、
税
務
調
査
の
長
期
 
 

化
等
、
管
理
の
困
難
性
、
及
び
利
子
、
試
験
研
究
費
の
配
賦
の
困
難
さ
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
 
 

㈲
一
括
限
度
額
方
式
が
低
税
率
国
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え
は
誤
り
で
あ
る
。
企
業
は
投
資
に
あ
た
っ
て
判
断
す
る
要
素
 
 
 

は
、
原
材
料
の
入
手
、
輸
送
費
用
、
各
国
の
法
規
制
等
で
あ
り
、
税
の
効
果
の
み
で
投
資
は
決
定
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
一
九
八
二
年
の
 
 

商
務
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
米
国
の
低
税
率
国
へ
の
投
資
は
製
造
業
で
全
体
の
五
％
、
全
産
業
で
は
二
％
に
す
ぎ
な
い
。
 
 

何
一
九
七
六
年
の
改
正
で
国
別
限
度
額
方
式
が
批
判
さ
れ
て
l
括
限
度
額
方
式
に
改
正
さ
れ
た
経
緯
が
今
回
の
改
正
で
は
考
慮
さ
れ
 
 
 

て
い
な
い
。
 
 

国
 
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
改
正
に
よ
り
一
九
八
六
年
～
一
九
九
〇
年
の
五
年
間
に
税
の
増
収
が
二
三
三
億
ド
ル
 
（
約
一
兆
 
 

九
九
五
〇
億
円
）
 
は
過
大
な
見
積
も
り
で
あ
る
。
 
 

S
 
所
得
源
泉
規
定
の
改
正
は
米
国
企
業
の
国
際
競
争
力
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。
（
注
2
）
 
 

以
上
が
産
業
界
を
代
表
し
た
今
回
の
外
国
税
額
控
除
の
改
正
に
対
す
る
反
対
意
見
で
あ
る
が
、
主
張
さ
れ
て
い
る
重
要
な
点
は
二
点
で
 
 

四
五
 
 
 



四
六
 
 

あ
る
。
 
 
 

第
一
は
、
国
別
限
度
額
方
式
へ
の
改
正
に
よ
り
米
国
に
お
け
る
課
税
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反
対
。
 
 
 

第
二
は
、
国
別
限
度
億
万
式
の
管
理
の
困
難
性
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
の
み
で
は
な
く
政
府
に
と
っ
て
も
執
行
上
の
困
難
性
が
あ
る
た
 
 

め
に
過
重
な
負
担
が
生
じ
、
共
に
経
済
的
な
損
失
は
逸
れ
な
い
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
 
 

（
注
1
）
 
フ
ァ
ロ
ー
ド
氏
は
全
米
の
六
〇
の
大
企
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
米
国
通
商
緊
急
委
員
会
の
代
蓑
着
で
あ
る
と
共
に
、
ス
ク
イ
ブ
社
と
い
う
製
薬
会
 
 

社
の
社
長
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
氏
の
意
見
は
米
国
産
業
界
の
多
数
意
見
と
考
え
て
も
若
し
支
え
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 

（
注
2
）
 
資
料
は
米
国
議
会
の
公
聴
会
資
料
で
あ
る
。
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八
、
一
九
八
大
年
米
国
改
正
法
に
お
け
る
外
国
税
額
控
除
規
定
 
 

∽
 
外
国
税
額
控
除
規
定
改
正
の
背
景
 
 
 

今
回
の
外
国
税
額
控
除
規
定
改
正
の
背
景
と
し
て
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
税
率
が
引
き
下
げ
ら
 
 

れ
、
法
人
税
は
最
高
三
四
％
と
な
っ
た
。
こ
の
税
率
ほ
米
国
以
外
の
国
々
と
比
較
し
て
も
低
い
こ
と
か
ら
、
米
国
の
納
税
者
が
外
国
税
額
 
 

控
除
に
つ
い
て
は
外
国
税
を
米
国
に
お
い
て
十
分
に
税
額
控
除
出
来
な
い
、
い
わ
ゆ
る
限
度
超
過
額
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
が
予
想
 
 

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
租
税
収
入
確
保
の
観
点
か
ら
外
国
税
額
控
除
を
厳
し
く
制
限
す
る
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

第
二
に
、
外
国
税
額
控
除
の
乱
用
防
止
の
た
め
に
、
そ
の
主
た
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
資
産
所
得
に
つ
い
て
そ
の
所
得
を
分
類
し
て
所
 
 

得
ご
と
に
独
立
し
た
分
離
限
度
額
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
資
産
所
得
は
そ
の
性
質
上
、
国
内
か
ら
国
外
と
い
う
よ
う
に
移
動
が
可
能
で
 
 
 



ぁ
り
操
作
し
や
す
い
こ
と
か
ら
、
外
国
税
額
控
除
の
乱
用
の
主
た
る
原
因
と
考
え
ら
れ
、
現
行
法
に
も
資
産
所
得
に
対
す
る
制
限
は
逐
次
 
 

導
入
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
 
 

国
 
主
要
な
改
正
点
 
 

イ
 
分
離
限
度
額
方
式
 
 
 

こ
の
方
式
に
つ
い
て
は
現
行
法
に
お
い
て
も
利
子
、
特
定
の
配
当
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
機
能
は
原
則
で
あ
る
控
除
 
 

限
度
額
の
一
括
限
度
額
方
式
に
限
定
を
付
す
こ
と
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
は
こ
れ
ら
の
限
定
を
整
備
、
拡
充
し
た
も
の
と
い
う
考
え
方
 
 

も
で
き
る
が
、
従
来
の
補
助
磯
能
で
あ
っ
た
分
離
限
度
額
方
式
が
中
心
的
概
念
の
位
置
に
つ
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
 
 
 

か
。
す
な
わ
ち
、
国
外
所
得
を
一
〇
の
所
得
別
（
b
a
s
k
e
－
）
に
区
分
す
る
い
わ
ゆ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
 
 

ぁ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
と
し
て
一
括
限
度
額
方
式
と
国
別
限
度
額
方
式
の
い
ず
れ
か
の
選
択
ま
 
 

た
は
、
両
方
式
の
併
用
と
い
う
議
論
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
に
新
し
い
概
念
と
し
て
分
離
限
度
額
方
式
が
導
入
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
に
 
 

ぉ
け
る
分
離
限
度
額
方
式
は
一
括
限
度
額
方
式
を
所
得
別
に
細
分
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
限
度
額
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
 
 

ら
、
一
括
限
度
額
方
式
を
改
良
し
た
も
の
で
、
原
理
と
し
て
ほ
同
じ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
外
国
税
額
控
除
の
規
定
を
整
備
 
 

す
る
た
め
に
は
国
外
資
産
所
得
の
外
国
税
額
控
除
の
適
用
を
制
限
す
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
諸
規
定
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
今
回
 
 
 

の
改
正
の
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

さ
ら
に
、
所
得
別
の
分
離
限
度
額
方
式
の
導
入
に
伴
っ
て
そ
の
有
効
性
を
高
め
る
規
定
を
整
備
し
て
い
る
。
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米
国
の
株
主
が
外
国
特
定
子
会
社
（
以
下
「
C
F
C
」
と
い
う
）
か
ら
受
領
す
る
配
当
、
利
子
、
賃
貸
料
、
使
用
料
は
資
産
所
得
と
し
 
 

四
七
 
 
 



四
八
 
 

て
分
離
限
度
額
方
式
が
適
用
と
な
る
た
め
、
C
F
C
の
所
得
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
ル
ー
ル
は
、
そ
の
配
当
の
原
因
と
 
 

な
っ
た
C
F
C
の
所
得
の
種
塀
が
配
当
の
性
格
に
反
映
す
る
た
め
に
、
利
子
収
入
が
あ
る
C
F
C
が
配
当
を
し
た
場
合
に
、
当
該
配
当
を
 
 

利
子
と
み
る
規
定
で
あ
る
。
今
回
の
改
正
に
お
い
て
、
所
得
別
限
度
額
を
有
利
に
利
用
す
る
た
め
、
・
所
得
の
種
類
が
C
F
C
を
利
用
す
る
 
 

こ
と
で
操
作
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
現
行
法
に
あ
る
こ
の
ル
ー
ル
が
拡
充
さ
れ
た
。
 
 
 

㈹
 
高
率
課
税
追
い
出
し
（
H
i
g
h
－
t
a
舛
k
i
c
k
l
O
u
t
）
 
 
 

こ
の
ル
ー
ル
は
、
資
産
所
得
に
つ
い
て
配
賦
き
れ
た
経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
課
せ
ら
れ
る
米
国
の
租
税
よ
り
も
、
外
国
に
お
い
て
百
 
 

率
で
課
税
を
受
け
て
い
る
場
合
、
当
該
所
得
を
資
産
所
得
か
ら
追
い
出
し
て
 
（
k
i
c
k
－
O
u
t
）
一
般
区
分
（
O
V
e
r
a
－
－
）
 
に
い
れ
る
こ
と
で
 
 

あ
る
。
こ
れ
は
資
産
所
得
に
つ
い
て
高
率
に
税
額
控
除
を
利
用
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
乱
用
防
止
規
定
 
 
 

分
離
限
度
額
方
式
に
お
い
て
は
外
国
の
事
業
所
得
は
一
般
区
分
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
控
除
限
度
超
過
額
が
生
じ
た
場
合
、
他
の
 
 

所
得
区
分
に
控
除
余
裕
額
が
あ
っ
て
も
通
算
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
C
F
C
か
ら
資
産
所
得
が
あ
る
米
国
親
会
社
が
C
F
C
に
貸
付
 
 

け
を
行
い
、
発
生
す
る
支
払
利
子
を
配
賦
す
る
こ
と
で
米
国
に
お
け
る
税
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
 
 

よ
う
な
租
税
回
避
を
防
ぐ
た
め
に
規
定
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 
 
 

ロ
 
欠
損
の
取
扱
い
 
 
 

現
行
法
で
は
、
国
外
の
欠
損
は
米
国
所
得
と
通
算
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
改
正
法
で
は
、
国
外
に
生
じ
た
欠
損
は
最
初
に
国
外
所
得
に
 
 

比
例
的
に
配
分
し
、
通
算
後
も
欠
損
が
あ
る
と
き
は
米
国
所
得
と
通
算
す
る
こ
七
と
な
っ
た
。
ま
た
、
米
国
所
得
に
欠
損
が
生
じ
た
と
き
 
 

ほ
、
一
国
外
所
得
に
比
例
的
に
配
分
す
．
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
翌
事
業
年
度
に
お
い
て
前
期
欠
損
の
所
得
 
 
 



と
同
一
の
所
得
が
黒
字
に
な
っ
た
と
き
は
、
前
期
に
お
い
て
欠
損
を
補
填
し
て
く
れ
た
所
得
に
当
該
黒
字
を
配
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

そ
う
す
る
こ
と
で
所
得
区
分
に
ょ
る
限
度
額
が
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
欠
損
取
り
戻
し
ル
ー
ル
（
r
e
c
a
p
t
弓
e
r
已
e
）
と
い
う
り
 
 
 

ハ
 
控
除
可
能
な
外
国
税
 
 
 

税
引
き
後
の
手
取
り
利
率
に
基
づ
く
金
銭
貸
付
け
の
場
合
、
利
子
支
払
老
の
居
住
地
国
に
高
率
の
源
泉
所
得
税
制
度
が
あ
れ
ば
、
利
子
 
 

支
払
老
及
び
利
子
受
領
者
の
双
方
が
利
益
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
利
子
支
払
者
は
自
国
政
府
に
支
払
う
こ
と
の
な
い
金
銭
 
 

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
外
国
税
は
一
種
の
補
助
金
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
外
国
税
額
控
除
の
適
用
か
ら
除
 
 

外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
将
来
的
に
は
、
外
国
で
納
付
し
た
源
泉
所
得
税
の
納
付
に
つ
い
て
明
確
な
証
拠
が
米
国
納
税
者
に
義
 
 

務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
 
 

ニ
 
間
接
税
額
控
除
 
 
 

間
接
税
額
控
除
の
対
象
に
な
る
配
当
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
利
益
か
ら
平
均
的
に
配
当
さ
れ
る
と
い
う
考
え
か
た
に
改
め
ら
れ
た
 
 

（
m
u
－
t
i
J
e
a
r
 
P
0
0
－
a
p
p
O
r
O
a
C
h
）
。
 
 
 

ホ
 
限
度
超
過
額
の
取
り
扱
い
 
 
 

大
統
領
提
案
で
は
、
限
度
超
過
額
に
つ
い
て
一
〇
年
の
繰
越
し
を
認
め
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
が
、
改
正
法
で
ほ
、
現
行
法
ど
お
り
繰
 
 

戻
し
二
年
、
繰
越
し
五
年
と
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

へ
 
所
得
の
源
泉
規
定
 
 
 

大
統
領
提
案
で
ほ
、
動
産
」
 
無
形
資
産
の
所
得
源
泉
に
つ
い
て
、
変
更
す
る
よ
う
に
提
案
が
出
さ
れ
た
が
、
改
正
法
に
お
い
て
は
現
行
 
 

法
ど
お
り
と
な
り
、
そ
の
他
に
若
干
の
改
正
に
と
ど
ま
っ
た
。
 
 

四
九
 
 
 



五
〇
 
 

囲
 
控
除
限
度
額
の
所
得
区
分
 
 
 

改
正
法
で
は
控
除
限
度
額
を
計
算
す
る
と
き
の
所
得
区
分
と
し
て
一
〇
の
区
分
が
設
定
さ
れ
た
。
 
 
 

イ
 

口
 
資
産
所
得
 
 
 

ハ
 
高
率
源
泉
課
税
利
子
 
 

ニ
金
融
サ
ー
ビ
ス
所
得
 
 
 

ホ
 
運
輸
所
得
 
 
 

へ
 
非
支
配
九
〇
二
条
法
人
か
ら
の
配
当
 
 
 

斗
 
F
S
C
か
ら
の
分
配
 
 
 

チ
 
F
S
C
外
国
貿
易
所
得
 
 
 

リ
 
D
I
S
C
か
ら
の
配
当
 
 
 

ヌ
 
外
国
石
油
、
ガ
ス
所
得
 
 
 

上
記
ト
～
ヌ
ま
で
は
現
行
法
に
規
定
が
あ
り
改
正
法
に
お
い
て
も
存
続
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
一
〇
の
区
分
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
イ
、
ロ
～
へ
、
ト
、
チ
、
リ
、
ミ
 
の
六
つ
・
に
分
類
さ
れ
、
ロ
～
へ
に
つ
い
て
は
ハ
～
 
 

へ
に
分
類
さ
れ
な
い
所
得
が
ロ
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

ま
た
、
輸
出
金
融
利
子
 
（
E
召
O
r
t
コ
n
a
n
c
i
n
g
 
H
n
t
e
r
e
s
t
）
 
は
上
記
ロ
～
ニ
わ
所
得
か
ら
は
除
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
 
 

の
輸
出
金
融
利
子
と
は
、
米
国
で
製
造
さ
れ
た
製
品
で
、
か
つ
、
当
該
製
品
に
占
め
る
輸
入
品
の
割
合
が
製
品
の
時
価
の
五
〇
％
未
満
で
 
 
 



あ
る
と
き
に
当
該
輸
出
に
係
る
金
融
に
よ
り
生
じ
た
利
子
所
得
ほ
一
般
区
分
に
入
れ
ら
れ
る
。
 
 
 

っ
ぎ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

ロ
 
一
般
区
分
 
 
 

ロ
～
ヌ
に
該
当
し
な
い
所
得
は
こ
の
所
得
区
分
に
入
れ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
外
国
事
業
所
得
、
輸
出
金
融
利
子
、
、
資
産
所
得
か
ら
 
 

追
い
出
さ
れ
た
高
率
課
税
を
受
け
た
所
得
等
で
届
る
。
 
 
 

ロ
 
資
産
所
得
 
 
 

当
該
所
得
に
は
改
正
法
五
五
一
条
及
び
二
元
三
条
の
う
ち
特
定
の
消
極
外
国
投
資
会
社
（
p
a
s
s
l
く
e
－
O
r
e
i
g
n
 
l
n
壷
t
m
e
n
t
 
C
？
 
 

m
p
a
n
i
e
s
）
 
に
関
連
す
る
所
得
が
含
ま
れ
る
。
 
 
 

改
正
法
五
有
二
条
は
外
国
同
族
持
株
会
社
（
『
b
r
e
i
g
n
 
P
e
r
s
。
ロ
a
－
H
O
【
d
i
n
g
 
C
O
m
p
a
n
y
い
以
下
「
F
P
H
C
」
と
い
う
）
の
規
 
 

定
で
、
改
正
法
九
五
四
条
（
C
）
に
F
P
H
C
の
所
得
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
配
当
、
利
子
、
使
用
料
、
年
金
の
 
 

所
得
及
び
こ
れ
ら
の
資
産
の
譲
渡
益
、
特
定
の
商
品
取
引
の
売
買
益
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
賃
貸
料
及
び
使
用
料
の
う
ち
、
非
 
 

関
連
者
か
ら
の
事
業
関
連
の
当
該
所
得
ほ
こ
の
所
得
区
分
に
は
含
ま
れ
な
い
。
 
 
 

ハ
 
高
率
源
泉
課
税
利
子
 
 
 

外
国
に
お
い
て
五
％
以
上
の
利
率
で
課
税
を
受
せ
た
利
子
は
こ
の
区
分
に
入
る
。
そ
の
適
用
範
囲
は
金
融
業
に
限
定
さ
れ
ず
す
べ
て
の
 
 

利
子
所
得
者
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
C
F
C
か
ら
受
領
す
る
配
当
等
に
は
ル
ッ
ク
・
ス
ル
ー
・
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
C
F
C
 
 

の
配
当
の
原
資
が
高
率
源
泉
課
税
利
子
で
あ
れ
ば
、
配
当
の
う
ち
当
診
利
子
該
当
分
は
こ
の
区
分
に
入
れ
ら
れ
る
。
 
 

ニ
 
金
融
サ
ー
ビ
ス
所
得
 
 

五
一
 
 
 



五
二
 
 
 

こ
の
所
得
に
は
、
信
託
、
保
険
、
ス
ワ
ッ
プ
所
得
等
の
金
融
業
務
の
所
得
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
所
得
の
場
合
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
所
得
と
 
 

他
の
資
産
所
得
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
が
金
融
業
を
主
た
る
業
と
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
 
 

れ
は
財
務
省
規
則
の
規
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

ホ
 
運
輸
所
得
 
 
 

外
国
基
地
運
輸
所
得
 
（
F
O
r
e
i
g
ロ
B
a
s
e
 
C
O
m
p
a
ロ
y
 
I
n
c
O
m
e
）
 
の
外
に
、
宇
宙
、
海
洋
の
所
得
も
含
ま
れ
る
。
 
 
 

へ
 
非
支
配
九
〇
二
条
法
人
か
ら
の
配
当
 
 
 

C
F
C
で
な
い
株
式
の
一
〇
％
以
上
、
五
〇
％
未
満
を
所
有
さ
れ
て
い
る
外
国
法
人
か
ら
の
配
当
は
一
般
の
間
接
税
額
控
除
か
ら
区
分
 
 

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
当
該
法
人
か
ら
の
配
当
の
み
が
別
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

（
参
考
資
料
）
 
 
 

。
亡
S
C
A
已
S
C
C
紆
A
N
N
㌢
嵩
．
一
誌
t
h
C
O
n
g
r
e
S
S
】
哲
c
O
n
d
S
川
S
S
i
O
n
－
二
っ
設
T
∽
芝
（
W
e
s
t
ワ
旨
－
i
s
E
n
g
C
〇
．
）
 
 
 

。
I
N
T
E
声
N
A
F
］
戸
甲
＜
出
N
已
E
C
O
D
E
 
O
句
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冨
の
（
C
．
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一
H
）
 
 
 

第
六
孝
 
枝
本
的
税
制
改
正
の
答
申
に
つ
い
て
 
 

「
 
政
府
調
答
申
に
つ
い
て
 
 

昭
和
六
一
年
一
〇
月
二
八
日
、
政
府
の
税
制
調
査
会
に
お
い
て
「
税
制
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
の
答
申
」
 
（
以
下
「
答
申
」
と
い
 
 

う
）
．
が
決
定
さ
れ
た
。
 
 
 



こ
の
答
申
は
戦
後
の
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
後
三
六
年
経
過
し
、
最
近
の
社
会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
税
制
の
抜
本
 
 

的
見
直
し
を
行
い
、
税
制
の
ゆ
が
み
、
ひ
ず
み
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
 
 
 

答
申
は
現
行
の
外
国
税
額
控
除
制
度
の
整
備
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
外
国
税
額
控
除
制
度
が
問
題
視
さ
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
内
 
 

国
法
人
の
一
部
に
外
国
税
額
控
除
制
虔
を
利
用
す
る
こ
と
で
日
本
の
法
人
税
を
支
払
わ
な
い
も
の
が
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
こ
と
は
明
 
 

ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

答
申
は
外
国
税
額
控
除
制
度
の
現
状
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
行
制
度
は
…
…
い
わ
ゆ
．
る
一
括
限
度
額
方
式
を
と
 
 

っ
て
い
る
が
、
こ
の
方
式
に
は
、
控
除
限
度
額
の
計
算
が
比
較
的
簡
明
で
あ
る
と
い
っ
た
利
点
が
あ
る
反
面
、
我
が
国
の
実
効
税
率
を
超
え
 
 

る
高
率
で
課
さ
れ
た
外
国
税
に
つ
い
て
ま
で
我
が
国
で
控
除
さ
れ
る
た
め
企
業
が
控
除
枠
の
創
出
を
計
的
と
し
た
投
資
活
動
を
と
る
誇
田
 
 

と
な
る
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
…
…
収
入
及
び
費
用
を
国
内
国
外
に
適
正
に
配
分
し
国
外
所
得
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
 
 

現
在
の
配
分
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
彿
得
の
内
外
区
分
が
企
業
の
活
動
実
態
を
反
映
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
も
生
じ
る
と
い
っ
た
問
題
も
 
 

ぁ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
対
応
と
し
て
つ
ぎ
の
点
に
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
「
今
後
、
国
際
化
の
進
展
に
伴
い
こ
う
し
た
 
 

点
は
ま
す
ま
す
大
き
な
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
…
…
国
際
的
二
重
課
税
の
排
除
と
い
う
制
度
本
来
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、
所
要
 
 

の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
場
合
、
控
除
制
度
額
の
管
理
の
簡
便
さ
と
い
う
現
行
制
度
の
利
点
に
配
慮
し
っ
 
 

っ
、
…
…
問
題
を
出
来
る
限
り
除
去
す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
し
て
い
る
。
 
 
 

以
上
の
答
申
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次
の
様
に
な
る
。
 
 
 

ィ
 
現
行
の
控
除
限
度
額
算
定
方
式
で
あ
る
一
括
限
度
額
方
式
を
堅
持
し
っ
つ
我
が
国
の
実
効
税
率
を
超
え
る
高
率
で
課
さ
れ
る
外
国
 
 

税
の
控
除
を
出
来
る
限
り
除
去
す
る
。
 
 

五
三
 
 
 



五
四
 
 
 

口
 
国
外
所
得
の
算
定
方
式
を
再
検
討
す
る
。
 
 
 

ハ
 

以
上
の
点
以
外
に
、
答
申
は
み
な
し
外
国
税
額
控
除
制
度
に
つ
い
て
同
制
度
を
認
め
る
場
合
、
開
発
途
上
国
に
対
す
る
経
済
協
力
と
い
 
 

う
政
策
的
配
慮
と
税
負
担
の
公
平
と
い
う
点
を
配
慮
し
て
「
合
理
的
範
囲
内
に
限
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
 
 
 

二
、
答
申
の
検
討
 
 

‖
一
括
限
度
額
方
式
の
堅
持
に
つ
い
て
 
 

昭
和
三
七
年
の
一
括
限
度
額
方
式
の
導
入
時
に
植
松
守
堆
氏
は
こ
の
方
式
に
つ
い
て
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
 
 

「
（
外
国
税
額
控
除
）
の
問
題
は
外
国
で
課
せ
ら
れ
た
税
金
が
日
本
の
国
内
所
得
に
食
い
込
ん
で
控
除
さ
れ
た
ら
困
る
と
い
う
こ
と
が
最
 
 

少
限
度
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
」
つ
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
う
で
な
 

限
度
で
計
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
的
な
必
然
性
は
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
問
題
は
外
国
税
額
の
捷
除
で
す
か
ら
外
国
税
額
 
 

を
一
括
控
除
し
て
や
っ
て
全
部
平
均
化
し
て
控
除
し
て
も
い
い
ん
で
は
な
い
か
こ
う
い
う
考
え
方
が
成
り
立
つ
わ
け
で
す
。
」
（
注
）
 
 
 

以
上
の
引
用
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
括
限
度
額
方
式
は
外
国
税
が
国
内
所
得
に
食
い
込
ん
で
控
除
さ
れ
な
い
、
即
ち
控
除
限
 
 

度
額
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
外
国
税
を
一
括
控
除
し
て
全
部
平
均
化
し
て
控
除
し
て
も
よ
い
と
い
う
方
式
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
日
本
の
 
 

実
効
税
率
よ
り
高
率
の
外
国
税
が
あ
っ
て
も
他
に
我
が
国
と
比
較
し
て
低
税
率
国
の
所
得
が
あ
れ
ば
通
算
さ
れ
高
税
率
国
の
税
額
も
日
本
 
 

で
外
国
税
額
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
．
が
ら
、
控
除
限
度
額
と
は
、
国
外
所
得
に
わ
が
国
の
実
効
税
率
を
乗
じ
た
金
額
で
あ
 
 

る
こ
と
か
ら
、
答
申
に
お
い
て
は
■
「
我
が
国
の
実
効
税
率
を
超
え
る
高
率
で
課
さ
れ
た
外
国
税
に
つ
い
て
ま
で
我
が
国
で
控
除
さ
れ
る
 
 
 



た
め
、
結
果
と
し
て
制
度
本
来
の
趣
旨
を
超
え
た
控
除
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
筆
者
傍
線
）
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
括
限
度
 
 

額
方
式
導
入
時
に
は
税
制
面
か
ら
の
海
外
投
資
促
進
を
意
図
し
た
制
度
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
年
以
上
経
過
し
て
、
新
聞
報
道
さ
れ
た
 
 

大
手
商
社
の
よ
う
に
法
人
税
額
が
算
出
さ
れ
な
が
ら
納
付
税
額
が
な
い
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
た
め
に
、
控
除
限
度
額
の
本
来
の
意
義
が
 
 

制
度
の
乱
用
と
い
う
現
状
に
お
い
て
失
わ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
答
申
で
は
「
制
度
本
来
の
趣
旨
」
を
尊
重
し
っ
つ
一
括
限
度
額
方
式
を
堅
持
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、
答
申
の
論
理
に
 
 

よ
れ
ば
一
括
限
度
額
方
式
に
制
限
を
付
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
具
体
的
な
改
正
法
実
の
内
容
に
つ
い
て
六
一
年
十
二
月
現
在
で
一
部
報
道
さ
 
 

れ
て
い
る
が
、
作
業
中
の
段
階
で
あ
る
の
で
内
容
の
検
討
は
差
し
控
え
る
こ
と
と
す
る
。
 
 
 

現
状
で
言
え
る
こ
と
は
、
現
行
の
控
除
限
度
額
で
あ
る
一
括
限
度
額
方
式
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
改
正
さ
れ
ず
、
国
外
所
得
、
控
除
対
 
 

象
外
国
税
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
 
 
 

回
 
国
外
所
得
の
再
検
討
 
 
 

国
外
所
得
の
算
定
に
つ
い
て
は
昭
和
五
八
年
る
基
本
通
達
の
第
五
次
改
 

あ
る
が
、
答
申
で
ほ
「
現
在
の
配
分
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
所
得
の
内
外
区
分
が
企
業
の
活
動
実
態
を
反
映
し
な
い
こ
と
と
な
る
場
合
も
生
 
 

じ
る
」
と
し
て
い
る
。
 
 
 

総
合
商
社
等
で
実
務
的
に
は
、
国
内
取
引
、
輸
入
取
引
に
よ
る
所
得
を
国
内
源
泉
所
得
、
輸
出
取
引
に
よ
る
所
得
及
び
外
国
支
店
間
の
 
 

取
引
を
国
外
源
泉
所
得
と
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
と
聞
く
が
、
答
申
で
は
控
除
限
度
額
の
問
題
と
絡
め
て
現
行
制
度
の
基
本
を
変
更
す
る
 
 

こ
と
な
し
に
、
現
行
制
度
に
各
種
の
限
定
を
付
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
今
後
益
々
国
際
化
が
進
 
 

展
し
外
国
税
額
控
除
の
利
用
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
よ
り
厳
し
く
外
国
税
額
控
除
制
度
を
整
備
す
る
こ
と
が
答
申
の
趣
 
 

五
五
 
 
 



五
六
 
 

旨
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
、
所
得
の
源
泉
に
つ
い
て
現
行
法
以
上
に
詳
細
な
規
定
を
置
く
こ
と
が
答
申
の
い
う
現
行
制
度
の
利
点
で
あ
る
「
管
理
 
 

の
簡
便
さ
」
に
逆
行
す
る
事
態
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
国
外
所
得
ほ
法
文
上
規
定
さ
れ
て
い
る
国
内
源
泉
所
得
以
外
の
所
得
と
 
 

さ
れ
て
い
る
た
め
、
国
内
源
泉
所
得
に
課
税
さ
れ
る
外
国
法
人
課
税
と
外
国
税
額
控
除
に
お
け
る
国
外
所
得
は
表
裏
の
関
係
に
な
る
た
め
 
 

所
得
の
源
泉
規
定
に
つ
い
て
は
答
申
に
い
う
「
現
在
の
配
分
ル
ー
ル
」
の
改
正
に
は
相
当
の
困
難
が
伴
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 
 

（
注
）
 
c
f
．
植
松
守
雄
「
非
居
住
者
、
外
国
法
人
及
び
外
国
税
額
控
除
に
関
す
る
改
正
税
法
の
解
説
」
国
税
庁
 
昭
和
三
七
、
P
七
七
 
 
 

第
七
草
 
ま
と
め
 
 

日
本
、
英
国
、
米
国
の
外
国
税
額
控
除
制
度
を
検
討
し
て
き
た
が
、
三
カ
国
を
比
較
し
て
、
控
除
余
裕
額
及
び
限
度
超
過
額
の
取
扱
 
 

い
、
間
接
税
額
控
除
の
範
囲
等
に
相
違
は
あ
る
が
、
最
大
の
相
違
点
は
控
除
限
度
額
の
計
算
で
あ
る
。
 
 
 

控
除
限
度
額
の
計
算
に
つ
い
て
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
国
外
所
得
の
「
範
囲
」
を
対
象
と
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
範
囲
」
と
は
、
国
外
所
得
を
取
引
、
国
ご
と
、
国
内
と
国
外
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
に
分
け
る
こ
と
で
、
 
 

国
外
所
得
の
種
類
に
よ
る
分
け
方
で
は
な
い
。
こ
れ
を
「
範
囲
ア
プ
ロ
ー
チ
」
す
る
と
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
属
す
る
控
除
限
度
額
の
方
 
 

式
と
し
て
は
、
取
引
限
度
額
方
式
、
国
別
限
度
額
方
式
、
一
括
限
度
額
方
式
が
あ
る
。
 
 
 

取
引
限
度
額
方
式
は
そ
れ
ぞ
れ
の
取
引
ご
と
に
納
税
者
の
居
住
地
国
に
お
け
る
当
該
取
引
に
課
せ
ら
れ
る
実
効
税
率
相
当
額
を
控
除
限
 
 

度
額
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
管
理
上
、
時
間
が
か
か
り
煩
雑
と
い
う
欠
点
ほ
あ
る
が
、
換
除
限
度
額
と
し
て
訂
任
地
国
の
 
 
 



所
得
に
課
せ
ら
れ
る
税
に
く
い
込
ん
で
ま
で
外
国
税
額
控
除
し
な
い
と
い
う
点
で
ほ
厳
格
な
方
式
で
あ
る
。
英
国
は
こ
の
方
式
を
採
用
し
 
 

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
実
際
の
利
用
が
不
可
能
な
方
式
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
英
国
で
は
外
国
持
株
会
社
の
利
用
を
防
止
す
る
規
 
 

定
が
な
い
と
い
う
外
国
税
額
控
除
制
度
に
税
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
こ
の
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
を
な
く
し
て
当
該
方
式
を
厳
格
に
運
 
 

用
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
予
測
が
で
き
な
い
。
 
 
 

国
別
限
度
額
方
式
は
外
国
一
国
の
実
効
税
率
と
居
住
地
国
の
実
効
税
率
を
比
較
す
る
こ
と
に
な
り
、
一
括
限
度
額
方
式
に
比
べ
て
厳
し
 
 

い
方
式
で
あ
る
が
、
国
別
に
所
得
、
経
費
を
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
一
国
の
欠
損
が
他
の
国
の
所
得
と
通
算
で
 
 

き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
 
 

一
括
限
度
額
方
式
は
上
記
二
つ
の
方
式
に
比
べ
て
外
国
を
一
つ
と
見
る
た
め
に
所
得
源
泉
の
決
定
、
経
費
の
配
賦
が
容
易
で
あ
り
管
理
 
 

上
の
負
担
ほ
少
な
い
が
、
国
外
所
得
、
外
国
税
額
が
平
均
化
さ
れ
る
た
め
、
納
税
者
が
外
国
税
の
限
度
超
過
額
を
有
す
る
納
税
者
が
悪
意
 
 

的
に
操
作
し
う
る
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
三
つ
の
方
式
を
比
較
す
る
と
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
と
し
て
の
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
取
引
別
限
度
額
方
式
が
 
 

最
も
厳
し
く
、
以
下
、
国
別
限
度
額
方
式
一
括
限
度
額
方
式
と
い
う
順
序
に
な
る
。
ま
た
、
管
理
の
簡
便
性
七
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
 
 

順
序
が
逆
転
し
て
、
一
括
限
度
額
方
式
が
最
も
管
理
が
容
易
で
あ
り
、
以
下
、
国
別
限
度
額
方
式
、
取
引
別
限
度
額
方
式
と
な
る
。
 
 
 

第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
外
所
得
の
「
所
得
の
種
類
」
に
よ
り
区
分
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
、
外
国
所
得
及
び
そ
の
所
得
 
 

に
か
か
る
外
国
税
の
税
率
等
を
基
準
と
し
て
分
類
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に
控
除
限
度
額
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
 
 

よ
う
に
、
今
回
の
米
国
の
改
正
税
法
に
お
い
て
と
ら
れ
た
方
式
で
あ
る
。
こ
の
方
式
は
国
外
所
得
の
「
範
囲
」
と
い
う
点
で
は
、
一
括
限
 
 

度
額
方
式
と
同
様
に
外
国
を
一
つ
の
国
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
一
括
限
度
額
方
式
の
改
良
型
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
、
控
除
限
度
額
の
概
 
 

五
七
 
 
 



五
八
 
 

念
と
し
て
は
一
括
限
度
額
方
式
と
は
異
な
る
。
こ
の
「
所
得
の
種
類
」
に
よ
る
区
分
は
一
括
限
度
額
方
式
ば
か
り
で
は
な
く
、
国
別
限
度
 
 

額
方
式
及
び
取
引
別
限
度
額
方
式
と
も
併
用
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
別
所
得
別
限
度
額
方
式
、
取
引
別
所
得
別
限
度
額
方
 
 

式
が
理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
計
算
を
考
え
る
場
合
、
二
つ
の
座
標
軸
が
想
定
で
き
る
。
 
 

一
つ
は
国
外
所
得
の
「
範
囲
」
に
つ
い
て
、
第
二
は
「
所
得
の
種
類
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

換
言
す
れ
ば
、
外
国
税
額
控
除
の
控
除
限
度
額
の
決
定
の
過
程
と
し
て
、
国
外
所
得
の
「
範
囲
」
の
選
択
を
し
て
、
こ
の
選
択
し
た
方
 
 

式
に
つ
い
て
限
定
を
付
す
と
き
に
は
「
所
得
の
種
頬
」
に
よ
る
制
限
を
導
入
し
て
混
合
型
の
控
除
限
度
額
方
式
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
し
 
 

た
が
っ
て
、
方
式
選
択
に
は
そ
の
時
め
経
済
等
い
ろ
い
ろ
な
決
定
要
因
が
作
用
し
て
∵
」
の
座
標
軸
の
位
置
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

英
国
は
「
範
囲
」
の
座
標
軸
の
l
番
厳
格
な
方
式
を
変
え
て
い
な
い
。
米
国
は
今
回
の
改
正
に
よ
り
へ
「
範
囲
」
の
軸
か
ら
一
括
限
度
 
 

額
方
式
を
採
用
し
■
「
所
得
の
種
類
」
の
軌
か
ら
は
資
産
所
得
を
中
心
と
し
た
所
得
別
の
限
度
額
方
式
を
採
用
し
た
。
 
 
 

日
本
の
政
府
税
調
の
答
申
は
「
範
囲
」
の
軸
で
は
一
括
限
度
額
方
式
を
選
択
し
た
が
、
こ
の
方
式
に
限
定
を
付
す
こ
と
と
し
て
い
る
こ
 
 

と
か
ら
｛
「
所
得
の
種
類
」
の
軸
の
ど
こ
に
改
正
案
を
位
置
付
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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